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本
稿
は
、

が
成
立
し
、

ー

Wi m
 

ll 
ー

フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
団
体
・
会
社
法
の
法
典
化

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
団
体
・
会
社
法
の
法
典
化

ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
団
体
・
会
社
法
の
法
典
化

結
び
に
か
え
て

る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
団
体
（
組
合
・
会
社
）
法
の
領
域
に
お
い
て
、

体
・
会
社
法
典

(
W
e
t
b
o
e
k
v
a
n
 v
e
n
n
o
o
t
s
c
h
a
p
p
e
n
;
 
C
o
d
e
 d
e
s
 societes)

が
成
立
し
た
。
両
国
に
お
け
る
法
典
成
立
に
至
る
状
況

団
体

こ
れ
に
は
従
前
の
一
九
六
六
年
会
社
法
が
統
合
さ
れ
た
。

．
 
会
社
法
の
法
典
化

フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る

ベ
ル
ギ
ー
に
あ
っ
て
は
、

一
九
九
九
年
に
団

フ
ラ
ン
ス
に
あ
っ
て
は
二

0
0
0
年
に
商
法
典

(
C
o
d
e

フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
団
体
・
会
社
法
の
法
典
化

フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
、
団
体
・
会
社
法
の
領
域
で
の
近
時
の
法
典
化
に
つ
き
概
観
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

後

藤
四
六

元 （
五
三

0
)

伸



フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
団
体
・
会
社
法
の
法
典
化

に
つ
き
、
法
典
化
の
た
め
に
予
定
さ
れ
て
い
た
そ
の
立
法
技
術
的
手
法
は
相
似
的
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
実
際
の
法
典
化
に
あ
た
っ
て
の

こ
の
た
び
制
定
さ
れ
た
二

0
0
0
年
フ
ラ
ン
ス
商
法
典
お
よ
び
ベ
ル
ギ
ー
団
体
法
典
は
と
も
に
、
そ
の
淵
源
を
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
た
る

一
八

0
七
年
商
法
典
に
有
す
る
。
こ
の
一
八

0
七
年
商
法
典
は
、
近
代
的
会
社
制
度
を
全
く
知
ら
ず
、

法
の
成
立
、

フ
ラ
ン
ス
で
は
一
九
六
六
年
会
社
法
の
成
立
を
見
る
。
す
な
わ
ち
、
両
国
に
お
け
る
団
体
（
組
合
・
会
社
）
法
に
関
す
る
以

前
の
基
本
的
な
法
源
は
、
商
法
典
か
ら
分
離
さ
れ
た
特
別
法
た
る
会
社
法
、
お
よ
び
、
民
法
典
の
団
体
（
組
合
・
会
社
）
に
関
す
る
規
定

で
あ
っ
た
（
民
法
典
の
規
定
は
一
般
法
と
し
て
の
そ
れ
と
民
法
上
の
組
合
・
会
社
と
し
て
の
そ
れ
と
い
う
二
義
を
有
す
る
）
。
そ
し
て
、

今
日
に
至
る
ま
で
の
経
済
的
発
展
に
と
も
な
う
会
社
法
・
民
法
典
の
諸
改
正
、
お
よ
び
、
特
別
法
の
制
定
（
こ
れ
ら
の
中
に
は
、

令
に
従
っ
た
改
正
お
よ
び
特
別
法
の
制
定
が
含
ま
れ
る
）

所
に
分
散
さ
れ
、

こ
こ
で
、

フ
ラ
ン
ス
・
ベ
ル
ギ
ー
の
両
国
に
お
い
て
は
、
法
典
化
が
指
向
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
、
法
典
化
を
指
向
し
な
が
ら
も
、
従
来

の
諸
法
律
の
内
容
に
手
を
加
え
ず
に
、
こ
れ
を
単
一
の
法
典
の
中
に
統
合
す
る
と
い
う
手
法
を
模
索
し
た
。
す
な
わ
ち
、
法
律
に
よ
り
、

行
政
府
に
法
典
編
纂
の
権
限
が
与
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
立
法
行
為
に
相
当
す
る
よ
う
な
、
従
前
の
法
状
態
の
改
変
が
、
原

こ
う
し
て
、

則
と
し
て
抑
制
さ
れ
て
い
た
。

味
深
く
、
参
照
す
る
に
値
す
る
）
。

と
な
っ
た

（
か
か
る
状
況
は
わ
が
国
に
共
通
の
こ
と
で
あ
り
、

四
七

ベ
ル
ギ
ー
で
は
一
八
七
三
年
会
社

E
C
指

と
い
っ
た
事
情
か
ら
、
団
体
（
組
合
・
会
社
）
法
に
関
す
る
法
テ
ク
ス
ト
は
各

ア
ク
セ
ス
の
容
易
さ
•
読
み
や
す
さ
と
い
う
点
か
ら
見
て
、
あ
る
い
は
、
体
系
的
な
観
点
か
ら
、
問
題
視
さ
れ
る
こ
と

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
行
政
府
の
命
令
（
オ
ル
ド
ナ
ン
ス

:
0
r
d
o
n
n
a
n
c
e
)
 

そ
の
後
の
展
開
、
お
よ
び
、
法
典
の
内
容
は
対
照
的
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
・
ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
立
法
的
経
験
・
実
験
は
、
き
わ
め
て
興

に
よ
り
二

0
0
0
年
に
制
定
さ
れ
た
の
が
、

（
五
三
一
）



な
い
も
の
の
、

更
の
み
で
あ
る
と
の
態
度
が
残
滓
と
な
っ
て
残
っ
て
お
り
、

第
五
三
巻
―
―
一
号

新
た
な
フ
ラ
ン
ス
商
法
典

(
C
o
d
e
d
e
 c
o
m
m
e
r
c
e
)
 
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
二

0
0
0
年
フ
ラ
ン
ス
商
法
典
は
、
そ
の
制
定
過
程

に
由
来
す
る
制
約
の
ゆ
え
に
、
そ
の
評
価
は
あ
ま
り
芳
し
く
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
内
容
に
新
味
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従
来
と

は
条
文
番
号
が
変
更
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
と
も
い
わ
れ
る
代
物
だ
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
体
系
的
に
統
合
す
べ
き
法
テ
ク
ス
ト
が
欠

け
て
い
る
と
い
う
批
判
も
あ
る
。
こ
う
し
た
批
判
は
、
団
体
（
組
合
・
会
社
）
法
の
領
域
に
お
い
て
は
顕
著
で
あ
り
、
特
に
、

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
民
法
典
の
団
体
（
組
合
・
会
社
）

に
関
す
る
諸
規
定
が
編
入
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
批
判
の
対
象
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
点
、
民
法
典
の
団
体
規
定
を
も
法
典
に
組
み
込
ん
だ
ベ
ル
ギ
ー
法
は
、
そ
れ
が
団
体
法
典
と
い
う
形
で
団
体
（
組
合
・
会

社
）
法
に
集
中
し
て
体
系
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
相
侯
っ
て
、
称
賛
に
値
す
る
も
の
で
あ
り
、

ベ
ル
ギ
ー
で
は
、
行
政
府
の
命
令
（
国
王
の
勅
令
ニ

K
o
n
i
n
k
l
i
j
k
B
e
s
l
u
i
t
;
 
A
r
r
e
t
e
 royal) 

（
五
一
三
一
）

に
よ
る
法
典
化
の
途
は
、
内
容
的
変
更

が
で
き
な
い
と
い
う
制
約
が
嫌
わ
れ
た
め
に
、
そ
の
後
放
棄
さ
れ
、
結
局
、
法
律
に
基
づ
き
、
二

0
0
0
年
に
ベ
ル
ギ
ー
団
体
法
典

(
W
e
t
b
o
e
k
 v
a
n
 v
e
n
n
o
o
t
s
c
h
a
p
p
e
n
;
 
C
o
d
e
 d
e
s
 societes)

が
成
立
し
た
。
団
体
法
典
と
い
う
名
で
の
法
典
化
は
、
団
体
（
組
合
・

会
社
）
法
と
い
う
法
分
野
が
承
認
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
お
そ
ら
く
初
め
て
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
意
味
で
も
画
期
的
で
あ
る
。

内
容
的
に
も
か
な
り
の
程
度
体
系
化
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
当
初
の
立
法
的
計
画
、

寄
せ
集
め
た
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
批
判
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

れ
て
い
る
。 関

法

つ
ま
り
、
内
容
的
変
更
を
加
え
な
い
形
式
的
変

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
の
と
同
様
の
批
判
、

ベ
ル
ギ
ー
団
体
法
典
に
は
、

つ
ま
り
、
単
に
既
存
の
諸
規
定
を

か
か
る
不
十
分
さ
の
あ
る
こ
と
が
否
め

一
般
規
定
を
設
け
、
か
つ
、
協
同
組
合
等
を
も
含
め
て
規
整
す
る
な
ど
、
体
系
的
に
見
て
優
れ
た
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
団
体
（
組
合
・
会
社
）
法
の
領
域
に
お
け
る
団
体
法
典
と
い
う
形
で
の
、
民
商
法
の
統
一
も
注
目
に
値
す
る
。
小
規
模
だ
が
中
心

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
こ
の
点
が
指
摘
さ

四
八

一
般
法
と



な
場
合
を
除
き
、
原
則
と
し
て
修
正
を
加
え
な
い
も
の
と
さ
れ
た
。

与
え
た

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、

こ
と
は
な
か
っ
た
。

る。 で
あ
る
と
い
う
ベ
ル
ギ
ー
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
位
置
づ
け
が
、
こ
の
よ
う
な
実
験
的
な
法
典
化
を
可
能
に
し
た
も
の
と
も
想
像
さ
れ

従
前
、

ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典

(
C
o
d
e
s
n
a
p
o
l
e
o
n
i
e
n
s
)
 

四
九

一
定
・
確
実
な
法
に
向
け
て

）
、
法
典

(a 
dro1t c
o
n
s
t
a
n
t
 

に
関
し
て
は
、

そ
れ
ら
が

の
―
つ
で
あ
っ
た
一
八

0
七
年
の
商
法
典
は
、
多
年
に
わ
た
る
一
連
の
改
正
に

よ
り
、
断
片
的
で
時
代
遅
れ
の
諸
規
定
の
み
を
含
む
、
ほ
と
ん
ど
中
身
の
な
い
形
骸
と
化
し
て
い
た
。
会
社
、
破
産
手
続

(
p
r
o
c
e
d
u
r
e

collective)
、
海
商
法
、
商
事
賃
貸
借

(bail
c
o
m
m
e
r
c
i
a
l
)
 
お
よ
び
営
業
財
産

(
f
o
n
d
s
d
e
 c
o
m
m
e
r
c
e
)
 

商
法
典
か
ら
分
離
さ
れ
た
法
律
の
対
象
と
な
り
、
そ
れ
以
降
二

0
0
0
年
の
商
法
典
の
成
立
に
至
る
ま
で
、
法
典
に
再
び
組
み
込
ま
れ
る

一
八

0
七
年
商
法
典
の
中
で
効
力
を
な
お
有
し
て
い
た
条
文
は
一
四

0
条
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

(
1
)
 

一
九
九
九
年
―
二
月
一
六
日
の
授
権
法
律

(loi
d'habilitation)

は
、
各
法
律
に
散
在
す
る
条
文
を

の
法
律
の
部

(la
partie legislative) 
に
ま
と
め
る
権
限
を
政
府
に

オ
ル
ド
ナ
ン
ス
に
よ
り
新
た
な
商
法
典

(
C
o
d
e
d
e
 c
o
m
m
e
r
c
e
)
 

(
2
)
 

（
同
法
律
一
条
）
。
そ
し
て
、
同
法
律
一
条
に
よ
れ
ば
、
法
典
化
さ
れ
る
の
は
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
の
公
布
の
時
に
効
力
を
有
す
る
諸

規
定
で
あ
り
、
そ
れ
ら
に
は
、
規
範
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
お
よ
び
条
文
編
纂
上
の
一
貰
性
を
確
保
し
・
法
状
態
の
調
和
を
図
る
た
め
に
必
要

す
な
わ
ち
、
右
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
法
典
化
は
、
現
在
の
法
状
態
を
、

フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
団
体
・
会
社
法
の
法
典
化

二
0
0
0
年
フ
ラ
ン
ス
商
法
典
の
成
立

Il

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
団
体
・
会
社
法
の
法
典
化

（
五
一
二
三
）



第
五
三
巻
三
号

の
形
に
全
面
的
に
鋳
直
す
も
の
に
す
ぎ
な
い
、

と
さ
れ
て
い
た
。

（
五
三
四
）

つ
ま
り
、
形
式
を
整
え
、
実
体
を
明
確
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
二

0
0
0
年
商
法
典
の
編
纂
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
法
規
範
が
覆
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
数
多
く
の
散
在
す
る
テ
ク
ス
ト
に
分

散
せ
し
め
ら
れ
た
諸
規
定
が
、
単
一
の
新
た
な
法
典
に
集
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
法
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
容
易
さ
・
法
の
読
解
の

容
易
さ

(accessibilite ¥
 intelligibilite) 

(
3
)
 

張
さ
れ
て
い
る
。

の
目
的
を
追
求
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
目
的
に
は
憲
法
的
価
値
が
認
め
ら
れ
る
、

二
0
0
0
年
商
法
典
の
法
律
の
部
は
、
右
記
一
九
九
九
年
―
二
月
一
六
日
の
法
律
に
基
づ
い
て
、
―

1
0
0
0
年
九
月
一
八
日
の
オ
ル
ド

(
4
)

（

5
)
 

ナ
ン
ス
に
よ
り
公
布
・
施
行
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
一
九
六
六
年
商
事
会
社
法
は
、
一
九
六
七
年
の
経
済
利
益
共
同
団
体
に
関
す
る
オ

(
6
)
 

ル
ド
ナ
ン
ス
お
よ
び
一
九
八
九
年
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
利
益
共
同
団
体
法
と
と
も
に
、
二

0
0
0
年
商
法
典
に
編
入
さ
れ
、
商
法
典
第
二
編

『
商
事
会
社
お
よ
び
経
済
利
益
共
同
団
体

(
D
e
s
societes c
o
m
m
e
r
c
i
a
l
e
s
 et 
d
e
s
 g
r
o
u
p
e
m
e
n
t
s
 d'interet e
c
o
n
o
m
i
q
u
e
)
』
の
下
の

(
8
)
 

二―

0
の
一
条
か
ら
二
五
二
の
一
三
条
と
な
っ
た
。
商
法
典
第
二
編
は
、
「
前
提
的
規
定

(dispositions
preliminaires)
」
、
「
各
種
の

商
事
会
社
に
特
有
の
諸
規
定
」
、
「
各
種
の
商
事
会
社
に
共
通
の
諸
規
定
」
、
「
罰
則
」
お
よ
び
「
経
済
利
益
共
同
団
体
」

と
も
主

の
全
五
章
か
ら
な

従
前
の
一
九
六
六
年
会
社
法
等
か
ら
商
法
典
第
二
編
へ
の
変
更
点
は
、
右
の
よ
う
に
、
純
粋
に
形
式
的
な
も
の
に
と
ど
ま
る
も
の
と
さ

れ
た
。
従
前
の
諸
法
律
か
ら
団
体
法
典
へ
の
実
質
的
な
連
続
性
は
、
法
典
の
タ
イ
ト
ル
自
体
が
、
他
の
法
典
編
纂
に
お
い
て
見
ら
れ
る
よ

う
な
「
新
商
法
典

(
N
o
u
v
e
a
u
C
o
d
e
 d
e
 c
o
m
m
e
r
c
e
)
」
と
い
う
名
称
で
な
く
し
て
、
単
に
「
商
法
典

(
C
o
d
e
d
e
 c
o
m
m
e
r
c
e
)
」

(
9
)
 

あ
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
そ
れ
が
強
調
さ
れ
、
真
の
意
味
の
変
更
の
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

る。

関
法

五
〇

で



五

か
か
る
法
典
化
は
、
そ
れ
ま
で
散
在
し
て
い
た
諸
規
定
を
一
堂
に
集
成
す
る
と
い
う
点
で
、
意
義
深
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
効
用
の
一

つ
と
し
て
、
あ
る
素
材
に
適
用
さ
れ
う
る
テ
ク
ス
ト
全
体
を
容
易
に
見
渡
す
こ
と
が
可
能
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
法
適
用
の
場
面

で
予
想
さ
れ
る
実
際
上
の
困
難
に
つ
い
て
も
、
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
を
従
来
の
条
文
か
ら
現
行
の
条
文
に
置
き
換
え
る
に
す
ぎ
な
い
の

(10) 

で
あ
る
か
ら
、
さ
し
た
る
問
題
は
な
い
と
も
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
二

0
0
0
年
商
法
典
の
制
定
に
よ
り
、

ア
ク
セ
ス
•
読
解
の
容
易
さ
が
高
ま
っ
た
か
と
い
え
ば
、
こ
れ

に
つ
い
て
は
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
二

0
0
0
年
蔽
法
典
は
、
判
例
を
含
め
た
こ
れ
ま
で
の
法
テ
ク
ス
ト
の
参
照
関
係
を
攪

拌
し
、
法
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
困
難
に
し
た
の
み
で
な
く
、
団
体
（
組
合
・
会
社
）
法
の
領
域
に
お
い
て
も
、
民
事
会
社
（
民
法
上
の
ソ
シ

エ
テ
、
組
合
）
に
関
す
る
規
定
を
統
合
せ
ず
、
そ
し
て
、
す
べ
て
の
団
体
（
組
合
・
会
社
）
に
共
通
の
規
定
も
ま
た
統
合
す
る
こ
と
な
く
、

加
え
て
、
証
券
取
引
法
に
関
す
る
規
定
も
ま
た
取
り
込
ま
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
二

0
0
0
年
商
法
典
に
お
け
る
テ
ク
ス
ト
の
分
断
は
、
批
判
の
対
象
と
な
り
、
そ
の
不
便
さ
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
条
文

番
号
の
変
更
―
っ
と
っ
て
も
、
そ
れ
は
機
能
的
で
あ
る
と
の
見
方
が
あ
る
に
せ
よ
、
複
雑
で
あ
り
、
ま
た
、
将
来
の
法
改
正
（
特
に
枝
番

の
付
加
）
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
よ
り
い
っ
そ
う
複
雑
化
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
法
律
家
の
記
憶
を
攪
乱
す
る
も
の
で

あ
る
。
新
旧
条
文
対
照
表
が
あ
る
と
は
い
え
、
以
前
の
条
文
と
そ
れ
に
関
連
す
る
判
例
を
見
つ
け
る
の
も
一
苦
労
で
あ
る
。
従
前
の
諸
規

定
を
ま
と
め
た
の
み
で
は
何
の
進
展
も
な
く
、
そ
れ
の
み
の
こ
と
で
あ
れ
ば
、
非
公
式
な
が
ら
法
典
の
名
が
冠
せ
ら
れ
た
法
令
集
が
、
以

(11) 

前
か
ら
も
存
在
し
て
い
た
。

フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
団
体
・
会
社
法
の
法
典
化

法
典
化
に
対
す
る
評
価

（
五
一
二
五
）



第
五
三
巻
三
号

団
体
（
組
合
・
会
社
）
法
の
領
域
に
お
け
る
内
容
面
に
つ
い
て
い
え
ば
、
今
次
の
二

0
0
0
年
商
法
典
へ
の
法
典
化
は
、
団
体
法
の
一

部
の
法
典
化
に
す
ぎ
な
い
。
二

0
0
0
年
商
法
典
の
条
文
は
、
政
府
に
対
す
る
授
権
法
律
に
基
づ
く
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
に
よ
り
制
定
さ
れ
た

(13) 

の
で
、
商
法
上
の
基
本
的
準
則
に
か
か
る
従
前
の
法
律
を
統
合
し
た
に
と
ど
ま
り
、
民
事
会
社

(societe
civile :
 民
法
上
の
ソ
シ
エ
テ
、

組
合
）
、
お
よ
び
、
す
べ
て
の
団
体

(
s
o
c
i
e
t
e
:

組
合
・
会
社
）

ど
ま
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。

条
文
が
法
典
化
さ
れ
ず
に
残
っ
て
い
る
。

に
共
通
す
る
一
般
規
定

(
d
i
s
p
o
s
i
t
i
o
n
s
g
e
n
e
r
a
l
e
s
)

が
民
法
典
に
と

ま
た
、
二

0
0
0

年
商
法
典
に
は
証
券
取
引
等
の
金
融
•
財
務
に
関
す
る
従
来
の
法
律
が
編
入
さ
れ
ず
、
そ
れ
ら
は
通
貨
・
金
融
法
典

(14) 

(
C
o
d
e
 m
o
n
e
t
a
i
r
e
 et financier)

と
い
う
特
別
法
典
に
、
二

0
0
0
年
商
法
典
編
纂
と
同
様
の
手
法
で
、
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
に
よ
り
統
合

さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
会
社
法
に
関
連
す
る
重
要
な
規
定
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
は
、
商
事
会
社
に
関
す
る
一
九
六
七
年
三
月
二
三
日
の
デ
ク
レ
は
二

0
0
0
年
商
法
典
に
編
入
さ
れ
ず
、
そ
の
三
一

0
条
余
の

つ
ま
り
、
二

0
0
0
年
滴
法
典
に
お
い
て
は
、
法
律
の
部

(la
p
a
r
t
i
e
 legislative) 
は
制
定

一
九
六
七
年
の
デ
ク
レ
が
入
る
べ
き
規
則
の
部

(la
p
a
r
t
i
e
 r
e
g
l
e
m
e
n
t
a
i
r
e
)

が
現
在
の
と
こ
ろ
制
定
さ
れ
て
い
な
い
こ

結
局
の
と
こ
ろ
、
瀕
死
状
態
に
あ
っ
た
一
八

0
七
年
の
商
法
典
を
、
今
の
時
点
で
再
生
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
き
疑
問
が

呈
せ
ら
れ
て
い
る
。
事
業
者
と
消
費
者
と
い
う
区
別
の
前
で
、
商
人
と
非
商
人
の
区
別
が
お
ぼ
ろ
げ
に
な
っ
て
い
る
状
況
を
考
慮
に
加
え

る
と
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
今
次
の
法
典
化
に
よ
り
、
現
代
的
経
済
状
況
か
ら
の
需
要
に
合
わ
ぬ
法
律
的
諸
規
定
を
固
定
化
し
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
危
惧
も
表
明
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
内
容
的
変
更
の
な
い
確
認
的
な
法
典
化
の
名
の
下
で
、
条
文
の
内
容
的
改
正
が
隠
れ
た

形
で
行
わ
れ
た
と
の
批
判
も
根
強
く
あ
る
。

と
に
な
る
。

さ
れ
た
が
、 関

法

つ
ま
り
、
変
え
る
べ
き
も
の
を
変
え
ず
、
変
え
る
べ
き
も
の
で
な
い
も
の
を
変
え
た
と
の
批

五

（
五
一
―
―
六
）



さ
て
、

フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
団
体
・
会
社
法
の
法
典
化

現
行
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
団
体
・
会
社
法

(droit
d
e
s
 s
o
c
i
e
t
e
s
)
 

定
す
る
民
法
典
第
三
編
第
九
章
『
組
合
・
会
社

(
D
e
la 
s
o
c
i
e
t
e
)
』

一
八
三
二
条
以
下
、

合
・
会
社
）
法
に
お
け
る
商
事
会
社
に
関
す
る
特
別
法
で
あ
り
、
他
方
、

五

一
般
規
定
・
民
事
会
社
・
匿
名
組
合
を
規

ま
受
け
継
ぐ
商
法
典
第
二
編
『
商
事
会
社
お
よ
び
経
済
利
益
共
同
団
体
』
ニ
―

0
条
の
一
条
以
下
、
お
よ
び
、

一
九
六
六
年
に
成
立
し
、
商
法
典
第
二
編
に
編
入
さ
れ
た
商
事
会
社
法
が
、
団
体
（
組

(18) 

一
九
七
八
年
に
改
正
さ
れ
た
民
法
典
一
八
三
二
条
以
下
は
す
べ

て
の
会
社
に
対
す
る
一
般
規
定
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
特
別
法
が
一
般
法
よ
り
先
に
成
立
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
事

情
か
ら
、
商
法
典
第
二
編
第
一
章
『
前
提
的
規
定

(
D
i
s
p
o
s
i
t
i
o
n
s
p
r
e
l
i
m
i
n
a
i
r
e
s
)
』
お
よ
び
民
法
典
第
三
編
第
九
章
第
一
節
『
一
般
規

定

(
D
i
s
p
o
s
i
t
i
o
n
s
g
e
n
e
r
a
l
e
s
)
』
は
、
前
者
が
商
事
会
社
に
関
す
る
も
の
と
し
て
、
後
者
が
す
べ
て
の
団
体
（
組
合
・
会
社
）

る
も
の
と
し
て
、
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
規
定
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
非
営
利
団
体

(
a
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
)

は、

(20) 

る
一
九
0
一
年
七
月
一
日
の
法
律
が
規
整
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

に
関
す

フ
ラ
ン
ス
団
体
法
の
体
系
上
、
別
個
の
も
の
と
取
り
扱
わ
れ
、
非
営
利
団
体
契
約
に
関
す

フ
ラ
ン
ス
団
体
（
組
合
・
会
社
）
法
の
法
典
化
と
い
う
観
点
か
ら
、
今
回
の
商
法
典
の
制
定
を
見
た
場
合
、
二

0
0
0
年
商
法

典
は
不
必
要
だ
っ
た
と
い
う
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る
。

対
す
る
疑
問
符
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
二

0
0
0
年
フ
ラ
ン
ス
商
法
典
は
、
そ
の
体
系
性
お
よ
び
内
容
的
整
序
か
ら
実
質
的

に
関
す
る
デ
ク
レ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、

(17) 

判
で
あ
る
。

法
典
化
と
団
体
・
会
社
法

つ
ま
り
、
団
体
（
組
合
・
会
社
）
法
の
領
域
で
は
特
に
、
二

0
0
0
年
商
法
典
に

（
五
三
七
）

一
九
六
七
年
の
商
事
会
社

一
九
六
六
年
商
事
会
社
法
等
を
ほ
ぼ
そ
の
ま

の
重
要
な
法
源
は
、



法
典
が
す
べ
て
の
団
体
に
共
通
す
る
一
般
規
定
を
含
ま
な
い

第
五
三
巻
三
号

（
五
三
八
）

に
見
て
、
団
体
法
の
法
典
化
と
い
う
に
値
し
な
い
の
み
な
ら
ず
、
会
社
法
の
法
典
化
と
い
う
点
に
お
い
て
も
、
そ
れ
に
値
し
な
い
と
さ
れ

一
八

0
七
年
商
法
典
は
内
容
が
空
洞
化
し
、
商
事
一
般
に
関
す
る
テ
ク
ス
ト
は
各
所
に
散
在
し
て
い
た
。
し
か
し
、

六
六
年
商
事
会
社
法
は
、
法
典
と
い
う
名
こ
そ
と
っ
て
い
な
い
が
、
そ
こ
で
は
商
事
会
社
に
関
す
る
諸
規
定
が
法
典
化
さ
れ
て
い
た
も
の

と
評
価
で
き
る
。
そ
の
内
容
の
豊
富
さ
か
ら
す
れ
ば
、
団
体
（
組
合
・
会
社
）
法
典

(
C
o
d
e
d
e
s
 societes) 
に
も
匹
敵
す
る
も
の
を
構

成
し
て
い
た
と
も
い
え
る
。
二

0
0
0
年
商
法
典
と
一
九
六
六
年
商
事
会
社
法
と
の
内
容
的
な
違
い
は
、
経
済
利
益
共
同
団
体
に
関
す
る

法
典
化
の
目
的
は
、
法
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
容
易
さ
、
お
よ
び
、
法
の
統
一
性
で
あ
る
。
か
か
る
法
典
化
の
目
的
は
、
団
体
（
会
社
・
組

合
）
法
の
領
域
に
お
い
て
は
、
民
事
会
社
（
民
法
上
の
ソ
シ
エ
テ
、
組
合
）
・
商
事
会
社
・
協
同
組
合

(societes
civiles, 
c
o
m
m
e
r
 ,
 

ciales et cooperatives)~~~ 

ロ
ナ
ソ
ス
P

叶
佑
典
ぇ
J

制
叩
｛
疋
ナ
ソ

Z
3

こ
と
に
よ
っ
て
、
達
成
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
と
、
二

0
0
0
年
フ
ラ
ン
ス
商

二
0
0
0
年
商
法
典
に
は
、

年
商
法
典
の
成
立
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
依
然
と
し
て
複
数
の
法
典
に
そ
の
テ
ク
ス
ト
が
引
き
裂
か
れ
た
ま
ま
な
の
で
あ
る
。
こ
の
法
領
域

に
お
い
て
は
、

ア
ク
セ
ス
の
容
易
さ
お
よ
び
そ
の
統
一
性
に
欠
け
る
。

ベ
ル
ギ
ー
に
お
い
て
一
九
九
九
年
に
な
さ
れ
た
よ
う
に
、
民
事
・
商
事
の
団
体
（
組
合
・
会
社
）
を
、
協
同
組
合
を
も
含

め
て
、
統
合
す
る
よ
う
な
団
体
法
典

(
C
o
d
e
d
e
s
 s
o
c
i
e
t
e
s
 et 
d
e
s
 g
r
o
u
p
e
m
e
n
t
s
)

こ
そ
が
、
望
ま
し
い
と
の
評
価
も
な
さ
れ
て
い
る
。

(21) 

ベ
ル
ギ
ー
団
体
法
典
は
、
社
会
目
的
を
有
す
る
団
体
、
農
業
法
人
、
あ
る
い
は
、
経
済
利
益
共
同
団
体
を
も
そ
こ
に
含
ん
で
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
と
同
様
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
の
伝
統
を
汲
む
ベ
ル
ギ
ー
に
お
い
て
、
こ
の
ほ
ど
成
立
し
た
団
体
法
典

(
C
o
d
e
d
e
s
 societes) 

規
定
を
含
む
か
含
ま
な
い
か
の
点
の
み
で
あ
る
。

た
し
か
に
、

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

関
法

（
そ
れ
は
、
民
法
典
一
八
三
二
条
以
下
に
あ
る
）
こ
と
も
考
え
あ
わ
せ
れ
ば
、

つ
ま
り
、
団
体
（
会
社
・
組
合
）
法
は
、
二

0
0
0
 

五
四

一
九



は
、
ベ
ル
ギ
ー
法
学
者
に
よ
っ
て
も
、
立
法
の
洪
水
の
単
な
る
整
理
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
消
極
的
な
評
価
に
基
づ
く
留
保
を
と
ど
め
な
が

ら
も
、
隣
国
の
称
賛
と
羨
望
を
獲
得
し
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
団
体
法
の
精
緻
化
の
た
め
の
指
針
と
し
て
今
後
役
に
立
つ
も
の
で
あ
り
、
少
な
く

(22) 

と
も
、
学
説
の
省
察
を
促
す
も
の
で
あ
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

二
0
0
一
年
二
月
六
日
よ
り
、

ベ
ル
ギ
ー
団
体
法
典

(
W
e
t
b
o
e
k
v
a
n
 v
e
n
n
o
o
t
s
c
h
a
p
p
e
n
;
 
C
o
d
e
 d
e
s
 societes) 

(23) 

生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
『
団
体
法
典
を
含
む
一
九
九
九
年
五
月
七
日
の
法
律
』
に
基
づ
く
。
同
法
律
は
、
一
九
九
九
年
八
月
六

(24) 

日
の
官
報
に
お
い
て
公
示
さ
れ
、
公
示
後
一
八
か
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
施
行
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。

あ
る
。
す
な
わ
ち
、

に
団
体
（
組
合
・
会
社
）
法
の
法
典
化
の
使
命
と
権
限
を
与
え
た
こ
と
に
(25) 

『
一
九
三
五
年
に
調
整
さ
れ
た
・
商
事
会
社
に
関
す
る
法
律
を
改
正
す
る
た
め
の
一
九
九
五
年
四
月
一
三
日
の
法
律
』

1
0
条
に
よ
れ
ば
、
国
王
は
、
商
事
会
社
ま
た
は
商
事
会
社
の
法
形
式
を
ま
と
っ
た
団
体
（
組
合
・
会
社
：

v
e
n
n
o
o
t
s
c
h
a
p
;
 
societe) 

に
関
す
る
諸
法
律
お
よ
び
諸
規
則
の
す
べ
て
を
、
法
典
化
し
、
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
（
一
項
）
、
法
典
化
の
た
め
に
、

(
V
e
n
n
o
o
t
s
c
h
a
p
p
e
n
w
e
t
b
o
e
k
;
 
C
o
d
e
 d
e
s
 societes) 

r
o
y
a
l
 
^
 
A. R>) 

で
あ
り
（
三
項
）
、
法
典
化
の
勅
令

(
K
o
n
i
n
k
l
i
j
k
B
e
s
l
u
i
t
 

^
 
K. B.> ;
 Ar
r
e
t
e
 

は
議
会
の
承
認
後
に
効
力
を
生
じ
る
も
の
と
さ
れ
た

フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
団
体
・
会
社
法
の
法
典
化

国
王
は
、
形
式
の
変
更
等
を
な
し
う
る

（
二
項
）
が
、
根
本
的
な
変
更
は
な
し
え
な
い
と
さ
れ
た

そ
も
そ
も
の
始
ま
り
は
、
議
会
が
国
王

(
K
o
n
i
n
g
;
 
R
o
i
)
 

III 

ベ
ル
ギ
ー
団
体
法
典
の
成
立

（
四
項
）
。

ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
団
体
・
会
社
法
の
法
典
化

五
五

（
五
三
九
）

（
一
項
）
。
法
典
の
名
称
は
団
体
法
典

は
そ
の
効
力
を



第
五
三
巻
三
号

す
な
わ
ち
、
前
記
―

1
0
条
の
予
定
す
る
団
体
法
典
は
純
粋
に
テ
ク
ス
ト
上
の
再
絹
成
の
産
物
で
あ
り
、
各
所
に
散
在
す
る
法
律
上
の

（
ル
ー
ル
の
コ
ピ
ー
と
そ
の
切
貼
り
）

に
す
ぎ
な
い
。
現
実
社
会
へ
の
影
響
を
慮
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
の
法
典
化
は
、
新
た
な
修
正
的
立
法
の
導
人
を
目
的
と
す
る
も
の
で
も
な
く
、
ま
た
、
内
容
的
に
根
本
的
な
変
更
を
も
た
ら
す
こ

と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
も
な
い
。
修
正
は
、
法
典
が
論
理
的
・
構
造
的
・
統
一
的
で
あ
る
た
め
に
必
要
な
範
囲
に
お
い
て
の
み
行
な
わ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
結
局
、
法
典
化
の
目
的
は
、
商
法
典
、
民
法
典
、
特
別
法
お
よ
び
施
行
令
に
散
在
す
る
法
律
・
規
則
の
諸
規
定
を
同

(26) 

一
法
典
に
集
成
す
る
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
法
律
の
集
約
の
み
を
前
提
と
す
る
勅
令
に
よ
る
法
典
化
の
途
は
、
結
局
、

要
請
に
基
づ
き
法
律
の
形
式
を
と
る
こ
と
が
選
択
さ
れ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
前
記
の
よ
う
な
法
典
化
た
め
の
勅
令
の
形
式
で
は
拘
束
が
多
い

か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
代
的
要
求
に
テ
ク
ス
ト
を
合
わ
せ
る
た
め
に
は
、
実
質
的
に
も
、
法
典
化
の
作
業
段
階
で
、
根
本
に
か
か

わ
る
内
容
的
修
正
が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
記
の
法
律
―

1
0
条
に
基
づ
く
法
典
化
ミ
ッ
シ
ョ
ン

(codificatie ,
 
o
p
d
r
a
c
h
t
;
 
m
i
s
s
i
o
n
 d
e
 c
o
d
i
f
i
c
a
t
i
o
n
)
 
は
、
準
備
さ
れ
る
べ
き
法
案
の
指
針
と
な
り
、
限
界
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
り
、
ど
う
し
て
も
必
要
な
と
き
以
外
は
根
本
的
に
変
更
を
加
え
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
モ
ッ
ト
ー
が
隠
然
と
残
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま

^
 
V. N
 
• 

W.> ;
 
a
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
 s
a
n
s
 b
u
t
 lucratif 

^
 
A
S
B
L
>
)
 

た
、
前
記
の
法
律
―

1
0
条
に
掲
げ
ら
れ
な
か
っ
た
法
律
、
た
と
え
ば
、
営
利
目
的
な
き
団
体

(
v
e
r
e
n
i
g
i
n
g
z
o
n
d
e
r
 w
i
n
s
t
o
o
g
m
e
r
k
 

(27)

（

28) 

の
法
律
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

も
っ
と
も
、
今
次
の
団
体
法
に
お
け
る
法
典
化
の
目
的
を
ど
の
よ
う
に
把
握
す
る
か
は
別
問
題
で
あ
り
、

ン
ス
商
法
典
と
異
な
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
単
な
る
諸
法
律
の
集
成
を
超
え
る
も
の
で
あ
る
と
の
積
極
的
評
価
が
可
能
で
あ
る
。

諸
準
則
を
相
互
に
調
整
す
る
も
の

関
法

一
九
九
六
年
に
放
棄
さ
れ
、
司
法
大
臣
の

五
六

（
五
四
O
)

っ

ベ
ル
ギ
ー
団
体
法
典
は
フ
ラ



正
後
、

フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
団
体
・
会
社
法
の
法
典
化

二
度
の
勅
令
に
基
づ
く
「
調
整
」

が
そ
れ
に
と
っ
て
代
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
伝
統
的
な
商
事
会
社
で
あ
る
合
名
会
社

0. F・
〉

;

societe 
e
n
 n
o
m
 collectif 

^
 

S
N
C
>
)
•
合
資
会
社

式
合
資
会
社

(
o
r
d
o
n
n
a
n
c
e
s
)

の
大
き
な
影
響
を
受
け
て
、
主
と
し
て
人
的
会
社
に
つ
い
て
き
わ
め
て
簡

(29) 

（
第
一
編
第
九
章
一
八
条
な
い
し
六
四
条
）
。

一
九
世
紀
の
経
済
発
展
に
応
じ
る
た
め
に
は
、

(30) 

一
八
七
三
年
の
商
事
会
社
に
関
す
る
基
本
法
律

(
b
a
s
i
s
w
e
t
v
a
n
 1
8
7
3
 ;
 loi 
f
o
n
d
a
m
e
n
t
a
l
e
 d
u
 1
8
7
3
)
 

と
並
ん
で
、

株
式
会
社

(
c
o
m
m
a
n
d
i
t
a
i
r
e
 v
e
n
n
o
o
t
s
c
h
a
p
 o
p
 a
a
n
d
e
l
e
n
 
^
 

C
o
m
m
.
 V
A
>
 ;
 societe e
n
 c
o
m
m
a
n
d
i
t
e
 p
a
r
 actions 

^
 

S
C
A
>
)
 

(
c
o
o
p
e
r
a
t
i
e
v
e
 v
e
n
n
o
o
t
s
c
h
a
p
;
 
societe c
o
o
p
e
r
a
t
i
v
e
)
 

一
八
七
三
年
の
商
事
会
社
に
関
す
る
基
本
法
律
に
つ
い
て
は
、
条
文
を
整
理
す
る
た
め
に
、

(coordinatie; 
c
o
o
r
d
i
n
a
t
i
o
n
)
 
が
行
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

(32) 

一
九
一
三
年
七
月
二
二
日
の
勅
令
に
よ
り
、
第
一
回
の
調
整
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
二
二
年
後
、

導
入
さ
れ
た
。
同
時
に
、
協
同
組
合

(31) 

れ
た
。

c
o
m
m
a
n
d
i
t
e
 s
i
m
p
l
e
 

^
 

S
C
S
>
)
 

が
不
十
分
で
あ
っ
た
の
で
、

一
八

0
七
年
商
法
典
の
第
一
絹
第
九
章
に
お
い
て
は
、

単
に
規
定
し
て
い
た

は
ヽ

フ
ラ
ン
ス
古
法
の
諸
オ
ル
ド
ナ
ン
ス

ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典

(
C
o
d
e
s
 n
a
p
o
l
e
o
n
i
e
n
s
)
 

ー

会
社
法
と
そ
の

「
調
整
」 団
体
法
典
に
至
る
団
体
法
整
備
に
関
す
る
史
的
展
開

五
七

（
五
四

八
度
の
改
正
を
経
て
、

一
九
三
五

一
九
一
三
年
に
至
る
ま
で
の
四
度
の
改

（
現
行
団
体
法
典
の
成
立
に
至
る
ま
で
）

と
い
う
新
た
な
団
体
形
式
も
導
入
さ が

お
よ
び
株

た
る
一
八

0
七
年
の
商
法
典

(
W
e
t
b
o
e
k
v
a
n
 k
o
o
p
h
a
n
d
e
l
;
 
C
o
d
e
 d
e
 c
o
m
m
e
r
c
e
)
 

そ
の
用
意
す
る
団
体
の
法
形
式

(
v
e
n
n
o
o
t
s
c
h
a
p
 o
n
d
e
r
 f
i
r
m
a
 
^
 
V
.
 

(
g
e
w
o
n
e
 c
o
m
m
a
n
d
i
t
a
i
r
e
 v
e
n
n
o
o
t
s
c
h
a
p
 

^
 

C
o
m
m
.
 V
 >
 ;
 societe 
e
n
 

(
n
a
a
m
l
o
z
e
 v
e
n
n
o
o
t
s
c
h
a
p
 

^
 

N
V
>
;
 societe a
n
o
n
y
m
e
 
^
 

S
A
>
)
 



る
際
に
、

societe) 

こ
の
よ
う
に
調
整
さ
れ
・
改
正
さ
れ
て
き
た
会
社
法
以
外
に
も
、

法
律
に
よ
り
、

の
一
九
一
二
五
年
の
弟
二
回
の

(36) 

が
経
過
し
た
が
、
そ
の
間
に

E
C
指
令
の
洪
水
が
押
し
寄
せ
て
き
た
こ
と
も
相
侯
っ
て
、
そ
の
間
、
会
社
法
は
二
九
度
も
の
改
正
を
見
た
。

そ
の
結
果
、

(
b
i
s
・
t
e
r
等
の
ラ
テ
ン
語
の
附
さ
れ
た
）
枝
番
を
有
す
る
条
文
が
、
通
常
の
条
文
番
号
を
有
す
る
条
文
と
同
程
度
の
数
に

達
し
た
。
も
っ
と
も
、
改
正
は
主
と
し
て
株
式
会
社
に
関
し
て
な
さ
れ
、
有
限
会
社
や
協
同
組
合
に
関
し
て
は
、

規
定
が
準
用
さ
れ
る
と
い
っ
た
程
度
の
改
正
で
済
ま
さ
れ
た
。
ま
た
、
合
名
会
社
お
よ
び
合
資
会
社
に
関
し
て
は
、
次
に
述
べ
る
民
法
典

と
同
様
に
近
年
に
至
る
ま
で
改
正
は
行
な
わ
れ
ず
、
従
前
の
会
社
法
（
調
整
さ
れ
た
商
事
会
社
法
）
を
改
正
す
る
た
め
の
一
九
九
五
年
の

(37) 

一
八
七
三
年
の
基
本
法
律
以
来
初
め
て
の
改
正
を
見
た
。

に
関
す
る
多
数
の
特
別
法
が
存
在
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
例
え
ば
、
他
国
に
お
い
て
成
功
を
見
た
新
し
い
法
素
材
を
導
入
す

ベ
ル
ギ
ー
の
立
法
者
は
、
そ
れ
が
適
用
領
域
な
い
し
内
容
の
点
か
ら
民
法
典
あ
る
い
は
商
法
典
に
統
合
す
る
こ
と
が
ふ
さ
わ
し

い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
特
別
法
の
制
定
と
い
う
手
段
を
選
択
す
る
こ
と
が
常
態
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
特
別
法
と
連
動
し
て
多
数
の
施

行
令
が
定
め
ら
れ
、
当
該
特
別
法
の
適
用
範
囲
を
見
通
す
こ
と
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

従
前
の
会
社
法
（
調
整
さ
れ
た
商
事
会
社
法
）

が
「
調
整
」
と
し
て
は
最
後
の
も
の
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
倣
っ
た
有
限
会
社

(
b
e
s
l
o
t
e
n
v
e
n
n
o
o
t
s
c
h
a
p
 m
e
t
 b
e
p
e
r
k
t
e
 a
a
n
s
p
r
a
k
e
 ,
 

(33) 

lijkheid 
^
 
B
V
B
A
>
 ;
 societe p
r
i
v
e
e
 a
 re
s
p
o
n
s
a
b
i
l
i
t
e
 limitee 

^
 
S
P
R
L
>
)

制
度
の
導
入
を
伴
う
第
二
回
の
調
整
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ

年

一
月
三

0
日
の
勅
令
に
よ
り
、

関
法

第
五
三
巻
三
号

「
調
整
」
か
ら
ベ
ル
ギ
ー
団
体
法
典
の
成
立
ま
で
六
三
年

（
五
四
二
）

一
九
九
九
年
の
ベ
ル
ギ
ー
団
体
法
典
の
成
立
に
至
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
調
整
さ
れ
た
法

律
は
、
会
社
法

(
V
e
n
n
o
o
t
s
c
h
a
p
p
e
n
w
e
t

^
 
V
e
n
n
.
 W
.
>
)

あ
る
い
は
調
整
さ
れ
た
商
事
会
社
法

(lois
c
o
o
r
d
o
n
n
e
e
s
 s
u
r
 les societes 

(34) 

c
o
m
m
e
r
c
i
a
l
 es
 

^
 
L. 
C. S
.
 
C>)
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

せ
い
ぜ
い
株
式
会
社
の

ベ
ル
ギ
ー
法
に
は
団
体
（
組
合
・
会
社

v
e
n
n
o
o
t
s
c
h
a
p
;

ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
団
体
（
組

五
八



合
・
会
社
）

(societes d
e
 c
o
m
m
e
r
c
e
)
 

2

民
法
典
の
改
正

年
の
最
後
の

(38) 

の
で
あ
る
。

五
九

一
条
一
項
は

一
八

0
四
年
ナ
ポ
レ
オ
ン
民
法
典
一
八
七
三
条
は
、
団
体

フ
ラ
ン
ス
法
と
同
様
に
、
民
法
典
の
団
体
（
組
合
・
会
社
）

合
・
会
社
）
法
の
法
典
化
の
主
要
な
目
的
は
、
右
に
見
て
き
た
よ
う
な
商
法
典
の
空
洞
化
、
お
よ
び
、

は
あ
る
が
）
民
法
典
の
不
変
性
・
硬
直
性
と
い
う
状
況
の
下
で
、
商
法
典
、
従
前
の
会
社
法
（
調
整
さ
れ
た
商
事
会
社
法
）
、
特
別
法
、

―
つ
の
団
体
法
典
に
収
容
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
少
な
く
と
も
、

一
九
三
五

「
調
整
」
以
来
の
諸
テ
ク
ス
ト
間
に
お
け
る
体
系
性
、
相
当
性
お
よ
び
整
合
性
を
図
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
た

団
体
法
の
法
典
化
に
あ
た
っ
て
は
、
団
体
（
組
合
・
会
社
：

v
e
n
n
o
o
t
s
c
h
a
p
;
 
societe) 

定
を
統
合
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、

(societe: 
組
合
・
会
社
）

ベ
ル
ギ
ー
法
に
お
い
て
は
、

に
関
す
る
第
三
編
第
九
章
の
規
定
は
一
般
規
定

(
a
l
g
e
m
e
n
e
b
e
p
a
l
i
n
g
e
n
;
 
d
i
s
p
o
s
i
t
i
o
n
s
 g
e
n
e
r
a
l
e
s
)

だ
と
さ
れ
、
別
段
の
定
め
の
な

い
か
ぎ
り
、
す
ぺ
て
の
団
体
に
適
用
さ
れ
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
実
定
法
上
も
以
下
の
よ
う
に
確
認
さ
れ
て
き
た
。

「
商
事
の
形
式
を
と
る
す
べ
て
の
団
体
〈
組
合
・
会
社
〉

フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
団
体
・
会
社
法
の
法
典
化

そ
し
て
、
民
法
典
に
散
在
す
る
諸
規
定
を
、

つ
ま
り
、

に
関
す
る
民
法
上
の
規
定
と
商
法
上
の
規

に
関
す
る
第
三
編
第
九
章
の
規
定
が
「
商
事
の
法
律
お
よ
び
慣
習
に
反
し
な
い
点
に
お
い
て
の
み
商
事
会
社

に
適
用
さ
れ
る
」
こ
と
を
定
め
て
い
た
。
ま
た
、
従
前
の
会
社
法
（
調
整
さ
れ
た
会
社
法
）

(les 
societes 
a
 fo
r
m
e
 c
o
m
m
e
r
c
i
a
l
e
)
 
は
当
事
者
の
約
定
、
商
事
の
特
別

法
お
よ
び
民
法
に
よ
り
規
律
さ
れ
る
」
と
定
め
て
い
た
。
こ
れ
ら
を
受
け
て
、
現
行
団
体
法
典
一
八
条
で
は
、

『
す
べ
て
の
団
体
（
紺

に
共
通
す
る
諸
規
定
』
と
題
す
る
第
二
章
の
規
定
が
「
第
三
章
以
下
に
お
い
て
こ
れ
と
異
な
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い

（
五
四
一
―
-
）

（
次
に
見
る
よ
う
な
二
度
の
改
正



(1) 

一
人
に
よ
る
団
体
の
設
立

回
）
の
二
度
の
改
正
を
見
て
い
る
。

さ
て
、
団
体
（
組
合
・
会
社
）

に
関
す
る
民
法
典
の
規
定
は
、

く
、
商
人
資
格
を
有
さ
な
い

あ
っ
た
従
前
の
会
社
法
（
調
整
さ
れ
た
商
事
会
社
法
）

一
五
条
は
、
民
事
目
的
の
合
名
会
社
を
明
文
を
も
っ
て
承
認
し
た

（
同
条
は
現
行

在
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た

つ
き
民
事
・
商
事
に
分
け
て
規
定
し
て
い
た

や
め
た
。
そ
の
証
左
に
、

か
ぎ
り
、
か
つ
、
商
事
会
社
に
つ
い
て
は
商
事
に
関
す
る
法
律
お
よ
び
慣
習
に
反
し
な
い
か
ぎ
り
、
す
ぺ
て
の
団
体
（
組
合
・
会
社
）
に

さ
ら
に
、

第
五
三
巻
三
号

ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
以
来
の
伝
統
で
あ
る
民
事
と
商
事
の
区
別
は
、
団
体
（
組
合
・
会
社
）

取
り
払
わ
れ
た

（
従
前
の
会
社
法
〈
調
整
さ
れ
た
商
事
会
社
法
〉
を
改
正
す
る
た
め
の
一
九
九
五
年
の
法
律
一

0
三
条
、
六
条
）
。
つ
ま

り
、
民
法
典
上
の
団
体
（
民
法
上
の
組
合
）
を
民
事
目
的
に
限
定
し
、
商
法
上
の
団
体
（
商
事
会
社
）
を
商
事
目
的
に
限
定
す
る
こ
と
を

（
団
体
法
典
成
立
に
伴
い
削
除
さ
れ
た
）
従
前
の
民
法
典
一
八
三
六
条
は
構
成
員
の
第
三
者
に
対
す
る
責
任
に

（
同
条
四
項
）

適
用
さ
れ
る
」
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

関
法

（
五
四
四
）

の
法
形
式
選
択
の
場
面
に
お
い
て
、

（
後
述
③
）
が
、
同
条
は
商
事
目
的
を
有
す
る
民
法
典
上
の
団
体
（
民
法
上
の
組
合
）

の
存

（
同
条
の
内
容
は
現
行
団
体
法
典
五
二
条
に
受
け
継
が
れ
た
）
。
ま
た
、
合
名
会
社
の
定
義
規
定
で

団
体
法
典
一
―

0
一
条
に
受
け
継
が
れ
た
）
。
も
っ
と
も
、
現
行
団
体
法
典
に
お
い
て
も
、
団
体
形
式
選
択
の
点
に
お
け
る
民
事
・
商
事
の

区
別
が
消
滅
し
た
と
は
い
え
、
団
体
は
そ
の
目
的
に
よ
り
民
事
ま
た
は
商
事
の
性
質
が
与
え
ら
れ
（
現
行
団
体
法
典
三
条
二
項
）
、
団
体

が
商
事
の
性
質
を
有
す
る
と
き
は
商
事
に
関
す
る
特
別
の
諸
法
律
に
も
服
し

と
さ
れ
る
。

（
同
条
一
項
）
、
商
事
の
形
式
を
有
す
る
民
事
の
団
体

(
b
u
r
g
e
r
l
i
j
k
e
 v
e
n
n
o
o
t
s
c
h
a
p
 m
e
t
 h
a
n
d
e
l
s
v
o
r
m
;
 
societe civile 
a
 f
o
r
m
e
 c
o
m
m
e
r
c
i
a
l
e
)
 

一
八

0
四
年
以
降
、

は
そ
の
民
事
の
性
質
を
失
う
こ
と
は
な

一
九
八
七
年
（
第
一
回
）

と
一
九
九
五
年
（
第
二

六
〇



一
人
会
社
た
る
有
限
会
社

(
S
P
R
L
U
)

(39) 

な
っ
た
こ
と
に
合
わ
せ
て
、
民
法
典
一
八
三
二
条
に
お
け
る
団
体
（
紺
合
・
会
社
）
の
定
義
規
定
を
変
更
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
法
律
に

(40) 

定
め
の
あ
る
場
合
に
は
、
団
体
を
一
人
の
意
思
表
示
に
よ
っ
て
設
立
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
（
団
体
法
典
成
立
に
伴
い
削
除
さ
れ
た

民
法
典
一
八
三
二
条
―
卯
。
こ
れ
は
現
行
の
団
体
法
典
一
条
第
二
文
に
受
け
継
が
れ
、
そ
こ
で
は
、
団
体
法
典
に
定
め
の
あ
る
場
合
に
、

一
人
か
ら
生
ず
る
法
律
行
為
に
よ
る
団
体
の
設
立
が
承
認
さ
れ
て
い
る
）
。
こ
れ
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
支
配
的
で
あ
っ
た
団
体
に
関
す
る
(42) 

一
人
に
属
す
る
財
産
の
一
体
不
可
分
と
い
う
原
則
が
破
ら
れ
た
。

の
契
約
的
性
質
、
お
よ
び
、

い
た
。
そ
の
一
八
三
二
条
は
「
団
体
（
ソ
シ
エ
テ
）

(societe) 

と
は
、
数
人
が
そ
れ
よ
り
生
ず
る
利
益
を
分
配
す
る

め
に
あ
る
物
を
共
通
に
す
る
こ
と
を
約
す
る
契
約
を
い
う
」
と
定
め
る
。
す
な
わ
ち
、

い
団
体
に
好
意
的
で
な
い
と
さ
れ
る
一
八

0
四
年
民
法
典
は
、
営
利
目
的
を
民
法
典
に
お
け
る
団
体
（
ソ
シ
エ
テ
）

(43) 

こ
こ
に
い
う
営
利
目
的
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
破
毀
院
判
例
と
同
様
に
ベ
ル
ギ
ー
に
お
い
て
も
、
「
構
成
員
の
財
産
を
増
加
さ
せ
る
金
銭
的

(44) 

ま
た
は
物
質
的
利
益
」
を
分
配
す
る
こ
と
を
い
う
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。

一
八
七

0
年
代
に
頂
点
を
迎
え
た
協
同
組
合
運
動
に
対
し
て
は
、

(
c
o
o
p
e
r
a
t
i
v
e
 v
e
n
n
o
o
t
s
c
h
a
p
;
 
societe c
o
o
p
e
r
a
t
i
v
e
)
 

に
お
け
る
団
体
（
ソ
シ
エ
テ
）

と
い
う
名
の
附
さ
れ
た
団
体
は
、
営
利
目
的
を
要
件
と
し
て

の
法
形
式
を
導
入
す
る
こ
と
で
対
応
し
た
。
も
っ
と
も
、
協
同
組
合
は
、
構

成
員
に
直
接
利
益
を
分
配
し
な
い
か
ら
、
前
記
営
利
目
的
の
要
件
を
満
た
す
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
、
伝
統
的
な
意
味
で
の
民
法
典

の
概
念
に
合
致
し
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
点
に
つ
き
、

フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
団
体
・
会
社
法
の
法
典
化

一
八

0
四
年
ナ
ポ
レ
オ
ン
民
法
典
に
規
定
さ
れ
た
ソ
シ
エ
テ

②
営
利
目
的
要
件
の
緩
和

原
則
、

つ
ま
り
、
団
体
（
組
合
・
会
社
）

第
一
回
の
改
正
は
、

一
九
八
七
年
に
、

フ
ラ
ン
ス
法
の
影
響
を
受
け
、

六

（
五
四
五
）

一
般
規
定
た
る
民
法
典
に
お
け
る

一
八
七
三
年
の
商
事
会
社
に
関
す
る
基
本
法
律
に
協
同
組
合

の
要
件
と
し
て
い
た
。

フ
ラ
ン
ス
革
命
の
経
験
か
ら
営
利
目
的
を
有
さ
な

(
p
a
r
t
a
g
e
r
 le 
benefice) 
た

の
設
立
が
可
能
に



回
の
民
法
典
改
正
に
よ
り
、
団
体
（
組
合
・
会
社
：

v
e
n
n
o
o
t
s
c
h
a
p
 ;
 s°ciete) 

目
的
を
有
す
る
も
の
と
い
う
要
件
が
拡
大
さ
れ
て
、
構
成
員
に
直
接
的
ま
た
は
間
接
的
に
財
産
的
利
益
を
も
た
ら
す
目
的
を
有
す
る
も
の

(45) 

と
な
っ
た
（
削
除
さ
れ
た
民
法
典
一
八
三
二
条
一
項
、
現
行
団
体
法
典
一
条
第
一
文
）
。

一
九
九
五
年
の
民
法
典
改
正
は
、
社
会
的
目
的
を
有
す
る
団
体

(
v
e
n
n
o
o
t
s
c
h
a
p
p
e
n
m
e
t
 e
e
n
 sociaal o
o
g
m
e
r
k
;
 societes a
 la 

w
i
n
s
t
o
o
g
m
e
r
k
 

^
 
V. N
 
• 

W
.
>
 ;
 as
s
o
c
i
a
t
i
o
n
 s
a
n
s
 b
u
t
 lucratif 

^
 

A
S
B
L
>
)
 

（
従
た
る
も
の
と
し
て
で
は
な
く
）
営
利
事
業
を
営
み
つ
つ
非
営
利
目
的
を
追
求
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
社
会
的

法
）
を
改
正
す
る
た
め
の
一
九
九
五
年
の
法
律
は
、
そ
の
一
〇
一
条
な
い
し
一

0
三
条
に
お
い
て
民
法
典
一
八
三
二
条
を
改
正
し
、
団
体

に
お
け
る
営
利
目
的
要
件
を
相
対
化
し
た
。
す
な
わ
ち
、
営
利
目
的
の
要
件
を
完
全
に
排
除
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
い
が
、
営
利
目
的
要

件
を
第
一
義
的
に
は
要
求
し
な
が
ら
も
、
法
律
の
定
め
が
あ
る
場
合
（
た
と
え
ば
、
社
会
目
的
を
有
す
る
団
体
の
場
合
、
従
前
の
会
社
法

〈
調
整
さ
れ
た
商
事
会
社
法
〉

そ
こ
で
、
最
初
に
触
れ
た

一
六
四
条
の
二
、
現
行
団
体
法
典
六
六
一
条
）

（
そ
の

り
、
こ
の
点
営
利
目
的
を
有
さ
な
い
。

(societe: 
団
体
）
概
念
と
営
利
目
的
な
き
団
体

(
v
e
r
e
n
i
g
i
n
g
z
o
n
d
e
r
 

（
あ
る
い
は
、
限
定
的
か
つ
副
次
的
に
し
か
利
益
を
も
た
ら
さ
な
い
。

一
六
四
条
の
二
第
一
項
一
号
・
ニ
号
、
現
行
団
体
法
典
六
六
一
条
一
号
・
ニ
号
）
。
つ
ま

1
0
条
に
お
い
て
法
典
化
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
定
め
る
）
従
前
の
会
社
法
（
調
整
さ
れ
た
商
事
会
社

従
前
の
会
社
法
〈
調
整
さ
れ
た
商
事
会
社
法
〉

目
的
を
有
す
る
団
体
は
構
成
員
に
、
利
益
を
全
く
も
た
ら
さ
な
い

に
、
営
利
を
追
求
し
な
い
こ
と
を
認
め
た
。
（
団
体
法
典

の
中
間
に
あ
る
も
の
で
、
こ
の
法
形
式
に
よ
り
、
団
体
が

な
意
味
で
の
営
利
目
的
の
み
を
許
容
す
る
従
前
の
ソ
シ
エ
テ

finalite 
sociale) 
の
導
入
を
契
機
と
す
る
。
社
会
目
的
を
有
す
る
団
体
は
、

（
構
成
員
へ
の
直
接
的
・
金
銭
的
利
益
分
配
と
い
う
）
厳
密

団
体
の
定
義
規
定
が
修
正
さ
れ
る
に
は
、

関
法

第
五
三
巻
三
号

一
九
九
五
年
の
第
二
回
の
民
法
典
改
正
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
第
二

は
、
構
成
員
に
直
接
的
な
金
銭
的
利
益
を
も
た
ら
す

_L. 

ノ‘

（
五
四
六
）



事
・
商
事
の
区
別
に
応
じ
て
分
割
あ
る
い
は
連
帯
責
任
を
負
う
も
の
と
さ
れ
た

(48)（
49) 

三
条
、
現
行
団
体
法
典
五
二
条
）
。

換
言
す
れ
ば
、
法
人
格
を
有
し
な
い
団
体
（
組
合
・
会
社

v
e
n
n
o
o
t
s
c
h
a
p
;
societe) 

法
上
の
組
合
）

な
っ
た

成
立
に
伴
い
削
除
さ
れ
た
）
従
前
の
民
法
典
一
八
三
二
条
一
項
に
よ
れ
ば
、
団
体
（
組
合
・
会
社
：

v
e
n
n
o
o
t
s
c
h
a
p
;
 
s°ciete) 

法
律
に
定
め
の
あ
る
場
合
に
お
い
て
・
定
款
で
構
成
員
に
財
産
的
利
益
を
も
た
ら
さ
な
い
こ
と
を
定
め
た
と
き
以
外
に
、
構
成
員
に
直
接

的
ま
た
は
間
接
的
に
財
産
的
利
益
を
も
た
ら
す
目
的
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た

ば
、
団
体
法
典
に
定
め
の
あ
る
場
合
は
、
団
体
〈
組
合
・
会
社
〉
は
定
款
に
お
い
て
構
成
員
に
直
接
ま
た
は
間
接
の
財
産
的
利
益
を
も
た

(46) 

ら
さ
な
い
こ
と
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
）
。

一
九
九
五
年
の
第
二
回
の
民
法
典
の
改
正
の
際
に
は
、
団
体
（
組
合
・
会
社
：

v
e
n
n
o
o
t
s
c
h
a
p
;
 
societe) 

定
款
の
届
出
に
か
か
ら
し
め
た
こ
と
に
伴
っ
て
、
構
成
員
の
第
三
者
に
対
す
る
責
任
に
関
す
る
民
法
典
の
規
定
も
改
正
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
前
記
の
従
前
の
会
社
法
（
調
整
さ
れ
た
商
事
会
社
法
）
を
改
正
す
る
た
め
の
一
九
九
五
年
の
法
律
に
よ
り
、
従
前

の
会
社
法
（
調
整
さ
れ
た
商
事
会
社
法
）

の
二
条
が
改
正
さ
れ
た
。
そ
の
二
項
に
お
い
て
、
商
事
の
形
式
を
と
る
団
体
（
組
合
・
会
社
）

は
、
設
立
定
款

(
0
p
r
i
c
h
t
i
n
g
s
a
k
t
e
 ;
 ac
t
e
 constitutif) 

（
現
行
団
体
法
典
二
条
四
項
第
一
文
）
。
こ
の
際
、
法
人
格
取
得
前
の
構
成
員
の
第
三
者
に
対
す
る
責
任
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ま

一
般
法
た
る
民
法
典
の
団
体
（
組
合
・
会
社
）

の
一
般
法
的
性
格
か
ら
生
じ
る
吸
収
的
機
能
を
通
じ
て
、
団
体
の
法
形
式
に
つ
き
一
般
法
上
の
そ
れ
、

フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
団
体
・
会
社
法
の
法
典
化

で
の
判
例
に
従
い
、

③
法
人
格
の
取
得
と
構
成
員
の
対
外
的
責
任
関
係

の
届
出

(
n
e
e
r
l
e
g
g
i
n
g
;
 de
p
o
t
)
 

六

つ
ま
り
、
民
法
典

（
五
四
七
）

の
構
成
員
に
は
、
民
法
典
上
の
団
体
（
民

の
日
よ
り
法
人
格
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
と

は
ヽ

の
法
人
格
取
得
を
設
立

に
関
す
る
規
定
に
従
う
も
の
と
さ
れ
、
構
成
員
は
第
三
者
に
対
し
民

（
団
体
法
典
の
成
立
に
伴
い
削
除
さ
れ
た
民
法
典
一
八
六

（
こ
れ
を
受
け
継
ぐ
現
行
団
体
法
典
一
条
第
三
文
に
よ
れ



を
想
起
さ
せ
る
。

し
な
い
団
体
に
つ
き
、

社
の
目
的
が
中
立
的

(neutral)

ら
の
離
脱
を
幾
分
容
易
に
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
前
述
の
社
会
的
目
的
を
有
す
る
団
体
は
、

で
あ
る
こ
と
、

つ
ま
り
、
営
利
目
的
に
限
定
さ
れ
な
い
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。
ま
た
、
法
人
格
を
有
(50) 

一
般
法
上
の
組
合
の
規
定
を
適
用
す
る
の
は
、
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
同
様
の
法
的
処
理
（
定
型
強
制
[r
 
y
p
e
n
z
w
a
n
g
)
 

い
ヴ
ェ
ノ
ー
ト
ス
ハ
ッ
プ

（
団
体
：

v
e
n
n
o
o
t
s
c
h
a
 p) 

に
な
っ
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、

第
五
三
巻
三
号

上
の
団
体
（
民
法
上
の
組
合
）

の
法
形
式
が
強
制
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
構
成
員
は
無
限
責
任
を
負
う
。
以
上
の
こ
と
を
受
け
継
い

だ
現
行
団
体
法
典
二
条
四
項
第
二
文
は
、
定
款
の
届
出
を
し
な
い
団
体
、

体

(
v
e
n
n
o
o
t
s
c
h
a
p
in 
oprichting; 
societe 
e
n
 formation)
、
出
コ
即
H

幻
g
人
口

(tijdelijke
h
a
n
d
e
l
s
v
e
n
n
o
o
t
s
c
h
a
p
;
 
societe 
m
o
m
e
n
t
a
n
e
e
)
 

(stille 
h
a
n
d
e
l
s
v
e
n
n
o
o
t
s
c
h
a
p
;
 
societe 
interne) 

右
に
見
て
き
た
よ
う
な
民
法
典
上
の
団
体
に
か
か
る
改
正
は
、

そ
の
克
服
が
包
括
的
団
体
法
典
の
成
立
の
た
め
に
は
必
要
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。
近
時
の
フ
ラ
ン
ド
ル

地
方
の
経
済
的
・
文
化
的
興
隆
の
下
で
フ
ラ
ン
ド
ル
の
言
語
で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
語
（
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
語
）
が
法
分
野
に
お
い
て
も
有
力

ソ
シ
エ
テ

の
語
が
、

（
団
体

societe)

成
、
お
よ
び
、
そ
れ
を
体
現
す
る
団
体
法
典
の
制
定
の
た
め
に
は
、

（
団
体
）
概
念
か

で
あ
る
と
き
を
除
き
、

（
五
四
八
）

フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
そ
れ
と
パ
ラ
レ
ル
の
関
係
に
あ
る
ソ
シ
エ
テ

阻
害
要
因
で
あ
り
、

と
同
語
源
で
な
く
、
む
し
ろ
ド
イ
ツ
語

(Gesellschaft)

オ
ラ
ン
ダ
法
と
も
相
通
じ
て
、
伝
統
的
ソ
シ
エ
テ

ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
株
式
会
社
・
有
限
会

に
近

(
V
l
a
a
n
d
e
r
e
n
:
 
F
l
a
n
d
r
e
)
 

ソ
シ
エ
テ
の
契
約
的
性
質
お
よ
び
営
利
目
的
は
、

（
団
体

societe)

と
い
う
概
念
的
呪
縛
か
ら
の
解
放
を
意
味
す
る
と
も
評
価
し
う
る
。

つ
ま
り
、
包
括
的
か
つ
体
系
的
な
団
体
法
の
形

societe d
e
 droit c
o
m
m
u
n
)
 

ま
た
は
匿
名
組
合

ま
た
は
合
名
会
社
の
規
定
に
従
う
こ
と
を
定
め
て
い
る
。

一
般
法
上
の
組
合

(
m
a
a
t
s
c
h
a
p

つ
ま
り
、
法
人
格
を
有
し
な
い
団
体
は
、
そ
れ
が
設
立
中
の
団

関
法

六
四



も
っ
と
も
、
伝
統
的
栢
桔
は
や
は
り
残
存
し
、

ベ
ル
ギ
ー
団
体
法
典
に
は
、
非
営
利
団
体
が
含
ま
れ
ず
、
そ
れ
と
は
別
個
に
営
利
目
的

ベ
ル
ギ
ー
に
お
い
て
は
、
右
2
に
見
た
よ
う
に
、
団
体

(
v
e
n
n
o
o
t
s
c
h
a
p
;
societe) 

一
九
九
五
年
の
改
正
に
至
る
ま
で
、
団
体
が
営
利
目
的
を
追
求
す
る
こ
と
を
要
求
し
、

^
 
V. N.wr.〉ぃ

a
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
s
a
n
s
 b
u
t
 lucratif 
^
>
 SB
L
>
)
 

的
な
金
銭
的
・
物
質
的
利
益
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
営
利
目
的
な
き
団
体

(
v
e
r
e
n
i
g
i
n
g
z
o
n
d
e
r
 w
i
n
s
t
o
o
g
m
e
r
k
 

(51) 

に
つ
き
、
法
人
格
を
承
認
す
る
法
律
が
一
九
ニ
―
年
に
成
立
し
て
い
た
。
同

法
一
条
の
一
般
的
な
解
釈
に
よ
れ
ば
、
営
利
目
的
な
き
団
体
と
は
、
産
業
ま
た
は
商
業
に
関
す
る
取
引
き

(nijverheids,
0
 f
 ha
n
d
e
l
s
z
a
k
e
n
 ;
 

0
 p
e
r
a
t
i
o
n
s
 industrielles o
u
 
commerciales)~ 

帝
呂
士
6

ヂ
ソ
‘

iP
つ
、
ユ
J

の碑
E

曲
吟
員
に
珈
臨
貨
的
5
利
益
皿
を

i
た
ら
さ
な
い
団
体

(
v
e
r
e
n
i
g
i
n
g
;

．
．
 

a
s
s
o
c
i
a
t
1
0
n
 :
 ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
）
を
い
う
。
す
な
わ
ち
、

と
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン

六
五

し
か
も
、
そ
こ
に
い
う
利
益
は
構
成
員
へ
の
直
接

に
お
け
る
確
固
た
る
基
本
的
分
類

(
s
u
m
m
a
divisio) 

ソ
シ
エ
テ

(
a
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
 ;
 ve
r
e
n
i
g
i
n
g
 :
 北
介
帝
虫
利
ぶ
団
仕
代
）
は
団
体
法

(droit
d
e
s
 

(52) 

と
さ
れ
て
き
た
。

と
こ
ろ
で
、
今
次
の
ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
団
体
法
典
の
成
立
は
、
従
前
の
会
社
法
（
調
整
さ
れ
た
商
事
会
社
法
）
を
改
正
す
る
た
め
の

一
九
九
五
年
の
法
律
一

1
0
条
に
基
づ
く
法
典
化
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
前
述
の
よ
う
な
、
社
会
目

(53) 

的
を
有
す
る
団
体
の
制
度
の
導
入
が
な
さ
れ
る
以
前
、
そ
し
て
、
民
法
典
一
八
三
二
条
の
改
正
が
な
さ
れ
る
以
前
の
も
の
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
法
律
の
定
め
に
よ
り
構
成
員
へ
の
直
接
•
間
接
の
利
益
分
配
を
不
要
と
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
以
前
の
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
団
体
・
会
社
法
の
法
典
化

g
r
o
u
p
e
m
e
n
t
s
;
 
g
r
o
e
p
e
r
i
n
g
s
r
e
c
h
t
)
 

v
e
n
n
o
o
t
s
c
h
a
p
:
 
営
利
団
体
〈
会
社
〉
）

3

営
利
目
的
な
き
団
体
（
非
営
利
団
体
）

な
き
団
体
の
法
律
（
次
述
3
)
が
併
存
す
る
。

（
五
四
九
）

フ
ラ
ン
ス
と
同
様
に
ベ
ル
ギ
ー
に
お
い
て
も
従
来
、

.
、
、

(soc1ete 

の
定
義
規
定
で
あ
る
民
法
典
一
八
三
二
条
が
、



最
初
に
ふ
れ
た
、
従
前
の
会
社
法
（
調
整
さ
れ
た
商
事
会
社
法
）
を
改
正
す
る
た
め
の
一
九
九
五
年
の
法
律
一

く
こ
と
の
で
き
る
法
典
化
の
目
的
は
、
例
え
ば
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

体
・
会
社
法
の
諸
規
定
を
―
つ
の
団
体
法
典
に
集
成
す
る
こ
と
に
あ
る
。
同
時
に
こ
れ
と
並
ん
で
、
施
行
令
の
諸
規
則
も
ま
た
―
つ
の
施

行
令

(
U
i
t
v
o
e
r
i
n
g
s
b
e
s
l
u
i
t
;
A
r
r
e
t
e
 d
'
e
x
e
c
u
t
i
o
n
)
 
に
集
成
す
る
と
い
う
構
想
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
法
律
の
部
と
規
則
の
部
を
設

け
る
フ
ラ
ン
ス
の
近
時
の
立
法
に
な
ら
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
法
律
お
よ
び
規
則
の
再
編
成
が
な
さ
れ
た
な
ら
ば
、
実
務
に

従
事
す
る
者
に
と
っ
て
は
有
益
な
も
の
と
な
り
、
ま
た
、
将
来
の
改
正
の
際
に
は
透
明
性
が
確
保
さ
れ
る
。
法
典
化
の
意
義
は
従
前
の
団

体
法
の
固
定
化
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
新
た
な
洞
察
へ
の
地
平
を
広
げ
る
こ
と
に
あ
る
。

柔
軟
性
が
失
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
か
え
っ
て
、
法
素
材
が
体
系
的
に
秩
序
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
改
正
の
是
非
や
機
会
を

1

団
体
法
に
お
け
る
法
典
化
の
目
的
と
そ
の
成
果

法
典
化
の
目
的
お
よ
び
団
体
法
典
の
体
系
的
特
徴

v
e
n
n
o
o
t
s
c
h
a
p
;
 
societe) 

伝
統
的
栢
桔
か
ら
解
放
さ
れ
、

典
化
に
あ
た
っ
て
、
営
利
目
的
な
き
団
体
も
ま
た
取
り
込
ま
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
す
る
議
論
が
存
在
す
る
。
こ
こ
で
は
、

(societe; 
v
e
n
n
o
o
t
s
c
h
a
p
)
 
と
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン

．． 

）
 

(
a
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
 ;
 v
e
r
e
m
g
m
g
 

は
現
在
で
は
も
は
や
破
棄
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

て
、
利
益
分
配
（
営
利
性
）
が
ソ
シ
エ
テ

関
法
第
五
三
巻
三
号

つ
ま
り
、

(societe :
 ve
n
n
o
o
t
s
c
h
a
p
)
 

1
0
条
の
規
定
か
ら
導

ソ
シ
エ
テ
と
ア
ソ
シ
ア
シ
オ
ン
と
い
う
基
本
的
分
類
が
有
す
る

（
五
五
0
)

ソ
シ
エ
テ

と
い
う
従
来
の
基
本
的
分
類

(
s
u
m
m
a
divisio) 

ド
イ
ツ
法
と
同
様
に
、
営
利
団
体
と
非
営
利
団
体
を
区
別
し
な
い
団
体

(
G
e
s
e
l
l
s
c
h
a
f
t
;
 

(54) 

と
い
う
観
念
が
成
立
す
る
段
階
に
来
て
い
る
と
も
い
え
る
。つ

ま
り
、
法
典
化
の
目
的
は
、
各
所
に
散
在
す
る
団

つ
ま
り
、
法
典
化
が
な
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て

の
要
件
か
ら
は
ず
さ
れ
た
現
在
に
あ
っ
て
は
、
団
体
法
の
法

六
六



(55) 

判
断
す
る
こ
と
が
で
き
、
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
が
容
易
に
な
る
。

ま
た
、
団
体
（
組
合
・
会
社
:
v
e
n
n
o
o
t
s
c
h
a
p
;
 
societe) 

六
七

に
関
す
る
民
商
法
の
規
定
の
統
一
も
念
頭
に
置
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、

（
わ
が
国
に
お
け
る
よ
う
に
民
法
上
の
組
合
と
し
て
解
釈
上
特
化
せ
ず
、

フ
ラ
ン
ス
法
・
ド
イ
ツ
法
と

一
般
法
た
る
性
格
を
有
す
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
体
系
化
の
面
で
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、

従
来
の
民
法
典
に
お
け
る
規
整
を
超
え
て
、
各
種
団
体
に
共
通
す
る
準
則
を
定
立
・
整
序
し
、
指
導
的
規
範
を
確
立
す
る
体
系
化
も
必
然(56) 

と
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
ベ
ル
ギ
ー
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
、
個
別
立
法
に
よ
る
団
体
形
式
の
数
の
増
殖
を
免
れ
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
法
典
化
の
理
想
的
目
的
を
説
く
見
解
に
対
し
、
従
前
の
会
社
法
（
調
整
さ
れ
た
商
事
会
社
法
）
を
改
正
す
る
た
め
の
一
九

九
五
年
の
法
律
―

1
0
条
は
最
低
限
の
調
整
の
権
限
を
国
王
に
与
え
る
の
み
で
、
根
本
的
な
変
更
を
な
し
え
な
い
も
の
と
し
て
い
る
か
ら
、

こ
れ
に
忠
実
に
従
い
、
法
典
化
の
目
的
を
次
の
よ
う
な
事
柄
に
限
る
と
す
る
考
え
方
も
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
従
前
の
会
社
法
（
調

整
さ
れ
た
商
事
会
社
法
）
を
読
解
し
や
す
い
も
の
と
す
る
こ
と
、
準
用
規
定
を
整
理
す
る
こ
と
、
お
よ
び
、
あ
る
団
体
形
式
に
適
用
さ
れ

る
規
定
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
従
来
見
ら
れ
た
フ
ラ
ン
ス
語
と
オ
ラ
ン
ダ
語
の
テ
ク
ス
ト
の
不
一
致
を
正
す
こ
と
で
あ
る
。

あ
る
い
は
、
判
例
に
よ
り
獲
得
さ
れ
た
解
決
手
法
を
立
法
的
に
確
認
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
目
的
の
限
定
の
意
図
は
、
容
易
に

予
想
さ
れ
る
困
難
を
回
避
し
、
段
階
的
に
改
正
を
進
め
る
こ
と
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ベ
ル
ギ
ー
団
体
法
典
の
立
法
者
は
、
最
も
野
心

的
な
意
味
で
の
法
典
化
を
成
し
遂
げ
た
わ
け
で
な
く
、
成
果
で
あ
る
団
体
法
典
は
法
律
の
寄
せ
集
め
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
う
し
た
評

価
か
ら
す
れ
ば
、
今
回
の
法
典
化
作
業
は
、
従
前
の
会
社
法
に
つ
き
最
後
に
な
さ
れ
た
一
九
三
五
年
の
「
調
整
」
と
何
ら
変
わ
ら
な
い
も

(57) 

の
と
な
る
。

も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
見
解
に
対
し
て
は
、
そ
の
後
の
状
況
の
変
化
を
挙
げ
て
の
反
論
が
可
能
で
あ
る
。
実
際
に
も
、

同
様
に
）

フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
団
体
・
会
社
法
の
法
典
化

民
法
典
の
団
体
に
関
す
る
規
定
が

（
五
五
一
）

ベ
ル
ギ
ー
団



第
五
三
巻
三
号

体
法
典
は
、
従
前
の
会
社
法
（
調
整
さ
れ
た
商
事
会
社
法
）
を
改
正
す
る
た
め
の
一
九
九
五
年
の
法
律
―

1
0
条
が
予
定
し
て
い
た

王
に
対
す
る
授
権
を
前
提
と
す
る
）
勅
令

(
K
o
n
i
n
k
l
i
j
k
Besluit 
^
 
K
.
 B.> ;
 Ar
r
e
t
e
 r
o
y
a
l
 
^
 
A
.
 R
>
)
 

に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
従
来
の
諸
テ
ク
ス
ト
を
読
解
し
や
す
く
す
る
こ
と
は
法
典
化
の
最
低
限
の
目
的
に
す
ぎ
な
い

と
評
価
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

つ
ま
り
、

（
五
五
二
）

で
は
な
く
、
法
律

(
w
e
t
;
loi) 

ベ
ル
ギ
ー
団
体
法
典
の
特
徴
は
最
小
限
の
調
整
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
れ
は
た
と
え
ば
、

（
法
人
格
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
）
す
べ
て
の
団
体
に
と
っ
て
の
一
般
規
定
を
設
け
、
あ
る
い
は
、
法
人
格
の
有
無
に
応
じ
て
各
種
の
団

体
形
式
に
共
通
す
る
規
定
を
設
け
た
こ
と
に
表
れ
て
い
る
。
後
者
に
つ
い
て
い
え
ば
、
法
人
格
の
な
い
団
体
（
組
合
）
に
お
い
て
は
、

般
法
上
の
組
合

(
m
a
a
t
s
c
h
a
p
;
societe d
e
 droit c
o
m
m
u
n
)

が
原
則
的
団
体
形
式
と
し
て
規
定
さ
れ
（
団
体
法
典
四
六
条
）
、
構
成

員
の
責
任
に
つ
き
五

0
条
以
下
に
共
通
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
法
人
格
を
備
え
た
団
体
（
組
合
・
会
社
）
に
お
い
て
は
、
『
本
法
典
に

規
定
さ
れ
た
法
人
に
関
す
る
共
通
規
定
」

関
法

と
題
す
る
第
四
編
が
置
か
れ
、
た
と
え
ば
そ
の
第
三
章
は
機
関
に
関
す
る
一
般
規
定
で
あ
り
、

そ
の
六
一
条
•
六
二
条
は
団
体
の
代
表
機
関
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
六
三
条
•
六
四
条
は
機
関
に
お
け
る
議
決
に
関
す
る
も
の
で

(59) 

あ
る
。し

た
が
っ
て
、
法
典
化
の
目
的
を
積
極
的
に
評
価
す
る
立
場
か
ら
す
れ
ば
、

ベ
ル
ギ
ー
団
体
法
典
の
最
大
の
成
果
な
い
し
そ
の
特
徴
は
、

そ
の
構
造
・
体
系
に
あ
る
。
団
体
法
典
の
新
た
な
構
造
・
体
系
は
、
学
説
に
新
た
な
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
法
典
・
法
律
・
施
行
令
に
分
散
し
て
い
た
も
の
が
統
一
的
な
法
典
に
ま
と
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
諸
規
整
に
お
け
る
欠
鋏
．

矛
盾
を
明
ら
か
に
し
、
団
体
形
式
相
互
の
連
関
を
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。
さ
ら
に
は
、
新
た
な
団
体
法
上
の
原
理
•
原

則
を
定
立
す
る
こ
と
ま
で
も
が
可
能
と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
視
点
は
今
後
の
立
法
作
業
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
う
る
も
の
で

(60) 

あ
る
。

六
八

（国



フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
団
体
・
会
社
法
の
法
典
化

を
妨
げ
る
か
ら
で
あ
る
。

一
般
規
定
の
存
在
と
準
用
規
定
の
排
除
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

口
般
規
定

(
g
e
m
e
e
n
s
c
h
a
p
p
e
l
i
j
k
k
e
b
e
p
a
l
i
n
g
e
n
;
 
d
i
s
p
o
s
i
t
i
o
n
s
 g
e
n
e
r
a
l
e
s
)
 

に
共
通
す
る
規
定
、
お
よ
び
、
法
人
に
共
通
す
る
規
定
に
、
そ
の
二
編
を
割
い
て
い
る
。
第
二
編
『
す
べ
て
の
団
体
に
共
通
す
る
規
定
』

（
一
八
条
な
い
し
四
五
条
）
、
お
よ
び
、
第
四
編
『
本
法
典
に
規
定
さ
れ
た
法
人
に
関
す
る
共
通
規
定
』

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
す
べ
て
の
法
人
に
共
通
で
は
な
い
が
、
株
式
会
社
、
有
限
会
社
お
よ
び
協
同
組
合
と
い
う
完
全
法
人

(
v
o
l
k
o
m
e
n
 r
e
c
h
t
s
p
e
s
o
n
e
n
)
 
に
共
通
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
そ
れ
ら
に
共
通
の
規
定
で
あ
っ
て
も
、
各
別
に
繰
り
返
し
て
規

（
罰
則
規
定
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
）
。

つ
ま
り
、
従
前
の
会
社
法
（
調
整
さ
れ
た
商
事
会
社
法
）

（
株
式
会
社
規
定
の
他
の
団
体
形
式
へ
の
）
準
用
規
定
が
、
特
に
有
限
会
社
と
協
同
組
合
に
関
し
て
、
解
消
さ
れ
た
の
で
あ
る

株
式
合
資
会
社
に
関
し
て
は
こ
の
限
り
で
な
い
）
。
こ
れ
に
よ
り
、
テ
ク
ス
ト
は
読
み
や
す
い
も
の
と
な
り
、
準
用
規
定
特
有
の
解
釈
問

題
も
回
避
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
こ
で
一
般
規
定
の
ス
タ
イ
ル
を
と
ら
な
か
っ
た
の
は
、
完
全
法
人
に
お
い
て
細
部
に
わ
た
る
ま
で
完

全
に
同
一
の
形
で
共
通
す
る
規
定
は
少
な
く
、
そ
れ
を
一
般
規
定
と
し
て
ま
と
め
る
と
、

2
 同

一
内
容
の
規
定
の
繰
り
返
し
は
、
条
文
数
の
増
大
の
一
因
と
も
な
っ
て
い
る
。
実
際
に
、
従
前
の
会
社
法
（
調
整
さ
れ
た
商
事
会
社

法
）
が
ニ
―
九
条
ま
で
で
あ
る
の
に
対
し
、
団
体
法
典
は
八
七
八
条
を
数
え
る
大
部
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
従
前
の
会
社

定
し
て
い
る

ベ
ル
ギ
ー
団
体
法
典
編
成
の
基
本
的
指
針
は
、

①
団
体
法
典
編
成
の
基
本
的
指
針

ベ
ル
ギ
ー
団
体
法
典
は
一
五
編
、
八
七
八
条
か
ら
な
る
。

ベ
ル
ギ
ー
団
体
法
典
の
体
系
的
特
徴

六
九

つ
ま
み
食
い
の
よ
う
に
な
り
、
整
合
的
な
理
解

で
多
用
さ
れ
て
い
た

（
五
五
三
）

（
た
だ
し
、

（
五
六
条
な
い
し
二

0
0
条）

ベ
ル
ギ
ー
団
体
法
典
は
、

と
し
て
、
す
べ
て
の
形
式
の
団
体
（
組
合
・
会
社
）



第
五
三
巻
三
号

法
は
、
枝
番
を
考
慮
す
る
と
実
質
的
に
三
七

0
条
を
超
え
る
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
う
え
に
、

（
五
五
四
）

（
長
大
な
条
文
は
、
団
体
法
典
で
は
い
く
つ
か
の
条
文
に
分
割
さ
れ
た
）
。
し
た
が
っ
て
、
団
体
法
典
に
お
け
る
条
文
数
の
増
大
に
対
し
て

は
批
判
も
あ
る
が
、
枝
番
規
定
お
よ
び
準
用
規
定
の
解
消
、
あ
る
い
は
、
長
大
な
条
文
の
分
解
か
ら
生
ず
る
読
み
や
す
さ
に
よ
っ
て
、
条

文
数
の
増
大
が
十
分
贖
わ
れ
て
い
る
と
の
評
価
が
成
り
立
つ
。
ま
た
、
団
体
法
典
は
民
法
典
の
団
体
に
関
す
る
規
定
そ
の
他
の
法
律
か
ら

継
承
す
る
規
範
を
も
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

v
e
n
n
o
o
t
s
c
h
a
p
;
 
societe) 

ベ
ル
ギ
ー
団
体
法
典
の
第
一
編
は
『
導
入
的
諸
規
定
』
と
題
し
、
定
義
規
定
を
中
心
と
す
る
。
第
一
編
に
は
、
団
体
（
組
合
・
会
社
~

(62) 

の
定
義
規
定
（
団
体
法
典
一
条
）
お
よ
び
団
体
法
典
で
取
り
扱
わ
れ
る
団
体
形
式
・
類
型
を
列
挙
す
る
規

定
が
含
ま
れ
て
い
る
。
か
か
る
導
入
的
諸
規
定
に
は
、
民
法
典
、
商
法
典
お
よ
び
特
別
法
の
団
体
に
関
す
る
諸
規
定
を
―
つ
の
法
典
に
統

合
す
る
と
い
う
前
述
の
立
法
的
意
図
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。
ま
た
、
団
体
法
典
三
条
は
、
伝
統
的
分
類
で
あ
る
民
事
と
商
事
の
区
別
か
ら

(63) 

の
決
別
を
示
し
て
い
る
。
第
一
絹
は
他
に
、
上
場
会
社
・
支
配
・
親
会
社
・
子
会
社
等
の
定
義
規
定
を
含
む
。
第
一
編
、
お
よ
び
、
そ
れ

第
二
編
『
す
べ
て
の
団
体
に
共
通
す
る
規
定
』

は
、
す
べ
て
の
団
体
に
対
す
る
一
般
規
定
で
あ
る
。
別
段
の
定
め
が
な
い
か
ぎ
り
、

法
人
格
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
団
体
に
適
用
さ
れ
る
。
民
法
典
に
由
来
す
る
規
定
が
多
く
、
団
体
を
形
成
す
る
契
約

(
v
e
n
n
o
o
t
s
c
h
a
p
s
c
o
n
t
r
a
c
t
;
 
c
o
n
t
r
a
t
 d
e
 societe: 
~
.
qロ却
大
約
叩
‘
｛
疋
琴
訊
）

第
四
編
『
本
法
典
に
規
定
さ
れ
た
法
人
に
関
す
る
共
通
規
定
』
も
第
一
一
編
と
同
様
に
一
般
規
定
だ
が
、
そ
れ
は
法
人
に
限
定
さ
れ
る
。

そ
の
規
定
の
ほ
と
ん
ど
は
従
前
の
会
社
法
（
調
整
さ
れ
た
商
事
会
社
法
）

に
続
く
第
二
編
は
団
体
法
典
の
土
台
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

②
団
体
法
典
の
構
成

関
法

の
第
一
節
で
規
定
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
第
三
編
『
一
般

一
般
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

―
つ
の
条
文
が
長
大
な
も
の
も
存
在
し
た

七
〇



IV

結
び
に
か
え
て

で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
形
式
の

(64)

（

65) 

法
上
の
組
合
、
当
座
組
合
お
よ
び
匿
名
組
合
』
は
、
法
人
格
の
な
い
団
体
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
五
絹
『
合
名
会
社
お
よ
び
合
資
会
社
』

か
ら
第
一
四
編
『
経
済
利
益
共
同
団
体
』
ま
で
、
合
名
会
社
、
合
資
会
社
、
有
限
会
社
、
協

同
組
合
、
株
式
会
社
、
株
式
合
資
会
社
、
農
業
法
人
お
よ
び
経
済
利
益
共
同
団
体
の
、
八
種
の
個
別
の
法
人
格
を
有
す
る
団
体
形
式
に
つ

(66) 

き
規
定
さ
れ
て
い
る
。

一
般
法
上
の
組
合
か
ら
株
式
会
社
に
到
る
ま
で
の
順
序
は
、
法
人
格
の
有
無
お
よ
び
そ
の
閉
鎖
性
の
程
度
に
応
じ

（
株
式
合
資
会
社
は
株
式
会
社
の
付
け
足
し
で
あ
る
）
。
こ
の
基
準
か
ら
す
れ
ば
、
農
業
法
人
お
よ
び
経
済
利
益
共
同
団
体
は
、

合
名
会
社
お
よ
び
合
資
会
社
の
次
に
来
る
ぺ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
両
団
体
形
式
は
、
実
務
に
お
け
る
そ
の
重
要
性
が
限
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
お
よ
び
、
第
一
―
編
お
よ
び
第
―
二
絹
の
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
が
考
慮
さ
れ
て
、
団
体
法
典
の
末
尾
に
置
か
れ
る
こ

(67) 

第
一

0
編
『
社
会
的
目
的
を
有
す
る
団
体
」

法
典
で
は
民
事
の
団
体
（
組
合
・
会
社
）

と
に
な
っ
た
。

て
い
る

七
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
二

0
0
0
年
商

は
、
農
業
法
人
を
除
く
法
人
形
式
に
つ
き
妥
当
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
独
立
の
団
体
形
式

(68) 

（
営
利
目
的
で
は
な
い
社
会
目
的
を
有
す
る
）
変
種
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。
第
一
―
編
『
団
体

の
再
編
成

(herstructurering;
restructuration)』

お
よ
び
第
ニ
―
編
『
団
体
の
組
織
変
更

(
0
mzetting; 
transformation)
』

(69) 

農
業
法
人
お
よ
び
経
済
利
益
共
同
団
体
を
除
く
法
人
格
を
有
す
る
団
体
に
適
用
さ
れ
る
。

ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
団
体
法
典
で
は
営
利
目
的
な
き
団
体
に
関
す
る
規
整
を
欠
き
、
あ
る
い
は
、

は
ヽ

に
関
す
る
規
整
を
欠
く
。
し
か
し
な
が
ら
、
特
に
ベ
ル
ギ
ー
団
体
法
典
に
お
け
る
試
み
は
ま
さ

に
野
心
的
で
あ
り
称
賛
に
値
す
る
。
ま
た
そ
れ
は
、
た
と
え
ば
一
般
規
定
の
設
定
と
準
用
規
定
の
排
除
な
ど
の
よ
う
に
、
立
法
論
と
し
て

フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
団
体
・
会
社
法
の
法
典
化

（
五
五
五
）



(Kornrnanditist)

あ
る
い
は
匿
名
組
合
員

第
五
三
巻
三
号

ベ
ル
ギ
ー
・
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
法
典
化
の
試
み
と
対
極
に
あ
る
の
が
、
ド
イ
ッ
団
体
法
の
現
況
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
民
法
典
・
商

法
典
•
株
式
法
•
有
限
会
社
法
な
ど
に
、
団
体
法
の
テ
ク
ス
ト
が
ま
さ
に
散
在
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
典
化

の
構
想
は
現
在
の
と
こ
ろ
存
在
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
と
り
わ
け
ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
の
と
は
対
照
的
な
状
況
に
つ
き
、

(70) 

次
の
よ
う
な
記
述
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
稿
の
結
び
に
か
え
た
い
。

ド
イ
ツ
民
法
典

(
B
l
i
r
g
e
r
l
i
c
h
e
s
G
e
s
e
t
z
b
u
c
h
)
、
そ
し
て
特
に
ド
イ
ツ
商
法
典

(
H
a
n
d
e
l
s
g
e
s
e
t
z
b
u
c
h
)

に
お
い
て
法
典
化
さ
れ
た

広
義
の
意
味
の
団
体
法

(
G
e
s
e
l
l
s
c
h
a
f
tsrecht) 

的
な
市
場
に
お
け
る
団
体
法
の
役
割
・
機
能
よ
り
、
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
は
、
急
速
な
企
業
の
資
金
需
要
の
増
大
に
匝
面

し
て
、
次
の
三
者
の
グ
ル
ー
プ
の
継
続
的
な
利
益
調
整
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
、
諸
団
体
の
法
形
式
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。

事
業
者

(
U
n
t
e
r
n
e
h
m
e
r
)
、
出
資
者

(
K
a
p
i
t
a
l
i
s
t
e
n
)

で
な
い
よ
う
な
事
業
者
は
、
自
己
の
事
業
計
画
の
資
金
調
達
の
た
め
に
、
出
資
者
と
組
ま
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
こ
で
、
事
業
者
の
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ヴ
の
継
続
的
展
開
を
可
能
に
す
る
組
織
形
態
が
必
要
と
な
り
、
そ
の
た
め
の

）
 

(
Z
u
s
a
m
m
e
n
w
1
r
k
e
n
 

事
業
の
成
果
・
損
益
に
直
接
関
与
す
る
こ
と
を
欲
す
る
者
で
あ
る
。
出
資
者
は
、
投
資
家

(
A
n
l
e
g
e
r
;
 In
v
e
s
t
o
r
e
n
)
 

に
、
団
体
の
構
成
員

(Mitglieder
;
 Gesellschafter) 

資
の
長
期
の
拘
束
を
要
求
す
る
の
が
通
常
で
あ
る
か
ら
、
出
資
者
に
と
っ
て
は
監
視
•
監
督
機
構
に
依
拠
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
、
そ

も
大
い
に
参
照
し
う
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

関
法

の
適
用
領
域
は
、
ご
く
単
純
化
し
て
い
え
ば
、
高
権
的
介
入
か
ら
保
護
さ
れ
た
自
働

お
よ
び
債
権
者

(
G
l
a
u
b
i
g
e
r
)

(stiller 
G
e
s
e
l
l
 s
c
h
 after) 

つ
ま
り
、

で
あ
る
。
ま
ず
、
自
己
資
本
も
信
用
も
十
分

（
事
務
執
行
や
代
表
等
の
）
団
体
の
共
同
運
営

に
関
す
る
規
整
が
存
在
す
る
。
こ
こ
で
、
出
資
者
は
、
典
型
的
に
は
自
ら
事
業
者
的
活
動
を
す
る
こ
と
な
く
、

で
あ
る
。
そ
の
法
的
刻
印
は
た
と
え
ば
、
株
主

(
A
k
t
i
o
n
a
r
)
、
有
限
責
任
社
員

と
な
る
。
団
体
の
事
業
目
的
は
出
資
者
に
よ
り
投
下
さ
れ
た
出

七

で
あ
る
と
同
時

（
五
五
六
）



（
情
報
開
不
、
計
算
検
査
、
選
任
・
解
任
等
の
）
規
整
が
存
在
す
る
。
最
後
に
、
団
体
に
対
す
る
債
権
者
に
つ
い
て
い
え
ば
、

（
消
費
貸
借
貸
主
・
供
給
者
・
労
務
者
・
事
故
被
害
者
等
）
多
様
・
多
質
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
規
整
は
、
団
体
の
債
務

に
対
す
る
構
成
員
の
個
人
責
任
、
お
よ
び
、
債
権
者
保
護
の
た
め
の
構
成
員
に
よ
る
団
体
財
産
の
処
分
の
制
限
に
関
わ
る
。

右
三
者
の
グ
ル
ー
。
フ
の
利
益
の
対
立
は
、
法
律
に
よ
っ
て
の
み
調
整
し
う
る
と
い
う
ほ
ど
の
根
深
い
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き

た
。
す
べ
て
の
関
係
者
は
事
業
の
成
果
に
依
拠
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
利
益
調
整
は
、
ま
ず
始
め
に
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
か
か
っ
て
い

る
と
い
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
法
秩
序
は
私
的
な
事
業
・
企
業
組
織
の
形
成
・
展
開
を
私
的
自
治
に
委
ね
、
そ
の
結
果
、
法
典
化
さ
れ
た
古

典
的
な
団
体
法
は
、
各
種
の
団
体
形
式
を
提
供
す
る
こ
と
で
満
足
し
て
い
る
。
基
本
的
に
は
、
設
立
者
は
団
体
形
式
を
選
択
し
、
そ
の
内

容
を
団
体
を
形
成
す
る
契
約
（
定
款
、
組
合
契
約
；

S
a
t
z
u
n
g
;
 
G
e
s
e
l
l
s
c
h
a
f
s
v
e
r
t
r
a
g
)
 

の
意
味
で
、
団
体
法
は
任
意
的
法

(
d
i
s
p
o
s
i
t
i
v
e
s
R
e
c
h
t
;
 
n
a
c
h
g
i
e
b
i
g
e
s
 R
e
c
h
t
)
 
で
あ
る
。

七

に
よ
り
自
由
に
形
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ

こ
の
よ
う
に
、
団
体
法
に
お
い
て
法
典
化
さ
れ
た
領
域
で
は
、
事
業
者
構
成
員
、
出
資
者
構
成
員
お
よ
び
団
体
債
権
者
と
い
う
法
的
諸

関
係
の
問
題
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
て
、
規
整
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
存
在
す
る
。
従
前
の
立
法
者
は
三
者
の
諸
利
益
が
一
致
す
る
も
の
と
信
じ
、
団

体
形
式
選
択
の
自
由
と
内
容
決
定
の
自
由
を
当
事
者
に
与
え
た
の
だ
が
、
法
典
化
後
の
個
別
立
法
に
お
い
て
は
、
か
か
る
傾
向
に
対
向
す

る
特
徴
を
強
く
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
法
は
事
業
・
企
業
の
組
織
化
全
般
に
目
標
を
定
め
、
次
第
に
、
伝
統
的
三
者
以
外
の
グ
ル
ー
プ

の
利
益
た
と
え
ば
労
働
者
の
利
益
、
あ
る
い
は
、
公
益
的
・
一
般
的
要
請
を
考
慮
の
対
象
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
応
じ
て
、
諸
法
律
は
具
体
的
（
経
済
政
策
的
・
社
会
政
策
的
）
目
標
を
指
向
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
団
体
法
は

任
意
的
法
た
る
性
格
を
薄
め
、
強
行
的
法

(
z
w
i
n
g
e
n
d
e
s
R
e
c
h
t
)
 

法
典
化
さ
れ
て
い
る
団
体
法
は
、
簡
単
に
い
え
ば
、
任
意
的
法
た
る
性
格
を
有
す
る
法
形
式
の
カ
タ
ロ
グ
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で

フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
団
体
・
会
社
法
の
法
典
化

そ
の
グ
ル
ー
プ
は

れ
に
関
す
る

た
る
性
格
を
強
め
た
と
え
い
る
。

（
五
五
七
）
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